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序
論

　
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
（
一
八
〇
〇
年
二
月
一
七
日
）、
フ
ラ
ン

ス
統
領
政
府
は
全
土
の
地
方
行
政
制
度
に
関
す
る
新
法
を
定
め
、
中
央

集
権
化
を
推
進
・
強
化
す
る
抜
本
的
改
革
に
着
手
し
た
。
い
わ
ゆ
る
雨

月
二
八
日
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
県
、
郡
、
小
郡
、
市
町
村
（
コ

ミ
ュ
ー
ン
）
が
地
方
行
政
の
枠
組
み
と
し
て
採
用
さ
れ
、
知
事
、
郡
長
、

市
町
村
長
が
置
か
れ
た
。
と
り
わ
け
知
事
は
地
方
に
お
け
る
強
力
な
権

限
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
で
、
歴
史
家
に
よ
り
「
小
型
の
皇
帝
」
と
形
容

さ
れ
、ナ
ポ
レ
オ
ン
中
央
集
権
を
象
徴
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
た
一
方
、

知
事
を
除
く
地
方
行
政
官
、
並
び
に
地
方
議
会
に
関
す
る
研
究
は
十
分

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た（

1
（

。

　
し
か
し
、
近
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
形
成
さ
れ
た
行
政
シ
ス
テ
ム

の
実
質
的
な
機
能
を
問
う
研
究
が
進
展
を
み
せ
て
お
り
、
知
事
と
名
望

家
の
動
態
的
な
諸
関
係
に
関
心
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

研
究
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ウ
ー
ル
県
行
政
当

局
の
活
動
実
態
を
考
察
し
た
ダ
リ
や
、
イ
ゼ
ー
ル
県
の
「
名
望
家
シ
ス

テ
ム
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
ト
ラ
ル
、「
フ
ラ
ン
ス
型
中
央
集
権
」

を
再
検
討
す
る
ビ
ア
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
が
一
貫
し

て
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
は
、
知
事
が
県
行
政
を
効
果
的
に
運
営
す
る

に
は
、
地
方
の
名
望
家
の
支
持
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の

分
、
知
事
は
彼
ら
の
意
向
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
名
望
家
で
構
成
さ
れ
る
地
方
議
会
に
注
目

す
る
こ
と
は
、
実
際
に
、
名
望
家
が
地
方
統
治
で
如
何
な
る
役
割
を
果

た
し
た
か
を
理
解
し
、
ひ
い
て
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
統
治
体
制
を
問

い
直
す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
全
国
で
約

三
万
六
〇
〇
〇
を
数
え
る
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
行
政
当
局

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
会
と
地
方
自
治

藤

　
　原

　
　翔

　
　太

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
り
ま
す
。
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（0

（m
unicipalité

）
で
あ
る
。
市
町
村
行
政
当
局
は
、
執
行
部
に
あ
た
る

市
町
村
長
と
、
市
町
村
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
会
議
体
を
な
す
市
町
村

会
（conseil�m

unicipal

）
か
ら
な
る
。
な
お
、
市
町
村
長
に
関
し
て

は
す
で
に
筆
者
の
研
究
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
可
能
な
限
り
市
町
村

会
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
す
る（

（
（

。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
稿

の
研
究
対
象
は
人
口
二
五
〇
〇
人
未
満
の
村
々
で
あ
る
の
で
、
村
会
が

主
な
考
察
対
象
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
そ
の
中
央
集
権
的
な
性
格
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
き

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
で
は
あ
る
が
、
実
は
、
統
領
政
府
が
上
述
の
雨
月

二
八
日
法
に
よ
り
、
総
裁
政
府
期
に
一
旦
廃
止
さ
れ
て
い
た
農
村
部
の

村
行
政
当
局
を
再
建
し
、
統
治
体
制
の
基
層
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度

を
復
活
さ
せ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

意
義
に
つ
い
て
、
ジ
ュ
セ
ン
ヌ
は
「
数
と
領
域
で
ほ
ぼ
一
〇
年
前
と
変

わ
ら
な
い
村
行
政
当
局
の
再
建
の
決
定
は
、
国
民
国
家
の
統
合
と
政
治

的
関
係
の
強
化
が
受
容
さ
れ
る
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
た
結
果
」
で
あ
る
と
し
て
い
る（

（
（

。
農
村
世
界
に
お
い
て
、

住
民
生
活
の
重
要
事
項
が
取
り
組
ま
れ
る
最
初
の
次
元
が
農
村
共
同
体

で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
、
国
家
の
基
礎
単
位
に
そ
れ
を
据
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
再
び
ジ
ュ
ン
セ
ン
ヌ
の

言
を
引
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
中
央
国
家
と
大
多
数
の
フ
ラ
ン
ス
人
の

生
活
共
同
体
の
コ
ン
コ
ル
ダ
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た（

（
（

。
と
な
れ
ば
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
時
代
の
地
方
統
治
体
制
の
実
態
を
問
う
場
合
に
は
、
国
民
統

合
の
新
局
面
に
お
い
て
、
中
央
権
力
と
農
村
共
同
体
が
新
た
に
如
何
な

る
関
係
を
取
り
結
ん
だ
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
行
政
に
関
し
て
は
、
近
年

ま
で
ほ
ぼ
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
領
域
で
あ
り
、
そ
の
評
価
も
ま
た

否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ゴ
ド
シ
ョ
は
、
農
村
部
の
村

会
が
行
政
活
動
に
「
無
気
力
」
な
態
度
で
臨
み
、
そ
れ
ら
に
付
託
さ
れ

た
問
題
は
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
等
閑
に
さ
れ
た
と
結
論
し

て
い
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
革
命
期
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の

村
会
に
関
す
る
幾
つ
か
重
要
な
研
究
が
現
れ
、こ
の
よ
う
な
「
無
気
力
」

な
村
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る（

（
（

。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村

行
政
研
究
に
お
け
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
が

ロ
テ
ィ
オ
で
あ
る
。
彼
は
、
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
の
八
つ
の
村
を
事
例
に
、

村
会
の
議
事
録
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
総
裁
政
府
期
の
沈
黙
の
後
、
少
な
く
と
も

一
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
〇
四
年
に
か
け
て
、
村
会
は
村
の
集
団
事
項
を

管
理
す
る
た
め
に
、十
分
よ
く
活
動
を
再
開
し
た
と
い
う
。
と
り
わ
け
、

ロ
テ
ィ
オ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
農
村
住
民
の
自
治
が
再
開
さ
れ
た

証
拠
と
し
て
、
共
同
体
の
集
団
実
践
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
宗
教
に
関

わ
る
諸
事
項
を
挙
げ
、
さ
ら
に
村
の
会
計
の
合
理
化
を
指
摘
し
て
い

る（
（
（

。
最
近
で
は
、
よ
り
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
南
東
部
ガ
ー

ル
県
の
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ド
・
マ
ル
エ
ジ
ョ
ル
村
の
村
会
の
議
事
録
を

分
析
し
た
ヴ
ォ
ヴ
ェ
ル
や
、
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
の
村
の
名
望
家
に
注
目

し
た
ケ
ル
モ
ア
ル
と
ロ
ラ
ン
・
ブ
ル
ス
ト
ロ
が
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
前
半
ま
で
の
村
行
政
の
変
化
を
跡
づ
け
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代

に
お
い
て
も
な
お
、
共
同
体
の
集
団
実
践
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る（

（
（

。
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（1

　
し
た
が
っ
て
、
県
行
政
と
村
行
政
に
関
す
る
研
究
が
お
の
お
の
進
展

を
み
せ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
両
者
を
接
続
し
て
捉
え
る
試
み

が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
点
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
統
治
体
制
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
と
き
、
重
大
な
欠
陥
を
な
す（

（1
（

。
と
り
わ
け
、
村
行
政
に
関
す

る
諸
研
究
は
し
ば
し
ば
、
研
究
対
象
と
な
る
村
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
と
ど

ま
り
、
そ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
動
向
が
個
別
的
な
も
の
か
、
あ
る
い

は
統
治
体
制
全
体
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題

が
不
明
瞭
な
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
会
を
研

究
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
県
行
政
と
村
行
政
を
別
々
に
検
討
す
る
の

で
は
十
分
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
上
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
関
心
か
ら
、
本
稿
で
は
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
村

会
の
活
動
実
態
を
検
討
す
る
。
同
県
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
、
ス
ペ
イ

ン
と
の
国
境
に
位
置
し
、
本
質
的
に
農
業
・
牧
畜
地
域
に
属
す
る
小
さ

な
県
で
あ
る
。
同
県
に
お
け
る
革
命
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
会
に
関

す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
く
、
同
時
代
の
村
会
の
全
体
像
を
掴
む
う
え

で
重
要
な
事
例
研
究
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
同
県
の
地
方
行
政
に
関
す
る
諸
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
地
方
統
治
体
制
の
中
に
、
村
会
を
位
置

づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
部
の
市
会
と
農
村
部

の
村
会
の
異
同
や
、
小
郡
庁
所
在
地
と
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
け
る
村

会
の
差
異
に
注
目
し
、
ま
た
上
位
の
地
方
議
会
を
な
す
県
会
と
の
類
比

研
究
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
な
お
、
同
県
の
お
よ
そ
五
〇
〇
を
数
え
る
全
て
の
村
を
考
察
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
研
究
対
象
と
し
て
県
内
の
性
格
の
異

な
る
三
つ
の
小
郡
を
事
例
と
し
て
選
択
す
る
。
第
一
は
、
ア
ル
ジ
ュ
レ

ス
郡
の
南
部
、
山
岳
地
帯
と
国
境
地
帯
に
位
置
す
る
リ
ュ
ス
小
郡
で
あ

る
。
同
小
郡
は
、
旧
体
制
期
の
バ
レ
ー
ジ
ュ
渓
谷
共
同
体
を
再
編
し
た

も
の
で
、
一
六
村
か
ら
な
る（

（1
（

。
一
八
〇
六
年
の
人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、

リ
ュ
ス
小
郡
を
構
成
す
る
村
の
平
均
人
口
は
三
三
八
人
で
、
人
口

一
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
の
は
小
郡
庁
所
在
地
の
リ
ュ
ス
村
（
人
口

一
八
六
七
人
）
の
み
で
あ
る
。
第
二
は
、
県
東
部
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の

麓
に
位
置
す
る
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
で
あ
る
。
同
小
郡
は
バ
ニ
ェ
ー
ル
郡

に
属
し
、
旧
体
制
期
の
キ
ャ
ト
ル
・
ヴ
ァ
レ
三
部
会
設
置
地
方
や
そ
の

他
の
小
地
方
を
含
ん
で
い
る
。
同
小
郡
を
構
成
す
る
一
六
村
の
平
均
人

口
は
五
六
三
人
で
、
リ
ュ
ス
小
郡
よ
り
や
や
多
い
。
人
口
一
〇
〇
〇
人

を
越
え
る
村
は
、
ビ
ズ
・
ニ
ス
ト
村
（
二
三
五
三
人
）、
サ
ン
・
ロ
ラ

ン
村
（
一
〇
九
〇
人
）、
テ
ュ
ザ
ゲ
村
（
一
〇
二
二
人
）
で
あ
る
が
、

小
郡
庁
所
在
地
の
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
は
人
口
四
六
四
人
に
す
ぎ
な
い
。
第

三
は
、
タ
ル
ブ
郡
に
属
し
、
平
野
部
に
位
置
す
る
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク

小
郡
で
あ
る
。
同
小
郡
は
、
県
庁
所
在
地
の
タ
ル
ブ
市
に
隣
接
し
て
お

り
、
か
つ
て
の
ビ
ゴ
ー
ル
三
部
会
設
置
地
方
に
属
し
て
い
る
。
同
小
郡

は
二
九
村
か
ら
な
り
、
小
郡
庁
所
在
地
は
、
ま
ず
オ
バ
レ
ッ
ド
村

（
一
七
九
〇
年
）
に
、
つ
い
で
一
八
〇
三
年
か
ら
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク

村
に
移
さ
れ
て
い
る
。
同
小
郡
を
構
成
す
る
各
村
の
平
均
人
口
は

一
九
六
人
で
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
村
は
な
く
、
一
般
に
人
口

二
〇
〇
人
以
下
の
極
め
て
小
さ
な
村
々
か
ら
な
る（

（1
（

。
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し
た
が
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て
、
県
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政
と
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が
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の
お
の
進
展

を
み
せ
て
き
て
い
る
わ
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で
あ
る
が
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を
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し
て
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こ
の
点
は
、
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し
よ

う
と
す
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と
り
わ
け
、
村
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に
関
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は
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ば
し
ば
、
研
究
対
象
と
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る
村
の
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フ
に
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ど

ま
り
、
そ
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で
明
ら
か
と
な
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た
動
向
が
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的
な
も
の
か
、
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る
い
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制
全
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を
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し
た
も
の
で
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る
か
、
と
い
う
問
題

が
不
明
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な
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
会
を
研

究
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
県
行
政
と
村
行
政
を
別
々
に
検
討
す
る
の

で
は
十
分
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
方
法
論
上
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
関
心
か
ら
、
本
稿
で
は
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
村

会
の
活
動
実
態
を
検
討
す
る
。
同
県
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
、
ス
ペ
イ

ン
と
の
国
境
に
位
置
し
、
本
質
的
に
農
業
・
牧
畜
地
域
に
属
す
る
小
さ

な
県
で
あ
る
。
同
県
に
お
け
る
革
命
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
会
に
関

す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
な
く
、
同
時
代
の
村
会
の
全
体
像
を
掴
む
う
え

で
重
要
な
事
例
研
究
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
同
県
の
地
方
行
政
に
関
す
る
諸
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
地
方
統
治
体
制
の
中
に
、
村
会
を
位
置

づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市
部
の
市
会
と
農
村
部

の
村
会
の
異
同
や
、
小
郡
庁
所
在
地
と
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
け
る
村

会
の
差
異
に
注
目
し
、
ま
た
上
位
の
地
方
議
会
を
な
す
県
会
と
の
類
比

研
究
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
な
お
、
同
県
の
お
よ
そ
五
〇
〇
を
数
え
る
全
て
の
村
を
考
察
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
研
究
対
象
と
し
て
県
内
の
性
格
の
異

な
る
三
つ
の
小
郡
を
事
例
と
し
て
選
択
す
る
。
第
一
は
、
ア
ル
ジ
ュ
レ

ス
郡
の
南
部
、
山
岳
地
帯
と
国
境
地
帯
に
位
置
す
る
リ
ュ
ス
小
郡
で
あ

る
。
同
小
郡
は
、
旧
体
制
期
の
バ
レ
ー
ジ
ュ
渓
谷
共
同
体
を
再
編
し
た

も
の
で
、
一
六
村
か
ら
な
る（

（1
（

。
一
八
〇
六
年
の
人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、

リ
ュ
ス
小
郡
を
構
成
す
る
村
の
平
均
人
口
は
三
三
八
人
で
、
人
口

一
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
の
は
小
郡
庁
所
在
地
の
リ
ュ
ス
村
（
人
口

一
八
六
七
人
）
の
み
で
あ
る
。
第
二
は
、
県
東
部
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の

麓
に
位
置
す
る
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
で
あ
る
。
同
小
郡
は
バ
ニ
ェ
ー
ル
郡

に
属
し
、
旧
体
制
期
の
キ
ャ
ト
ル
・
ヴ
ァ
レ
三
部
会
設
置
地
方
や
そ
の

他
の
小
地
方
を
含
ん
で
い
る
。
同
小
郡
を
構
成
す
る
一
六
村
の
平
均
人

口
は
五
六
三
人
で
、
リ
ュ
ス
小
郡
よ
り
や
や
多
い
。
人
口
一
〇
〇
〇
人

を
越
え
る
村
は
、
ビ
ズ
・
ニ
ス
ト
村
（
二
三
五
三
人
）、
サ
ン
・
ロ
ラ

ン
村
（
一
〇
九
〇
人
）、
テ
ュ
ザ
ゲ
村
（
一
〇
二
二
人
）
で
あ
る
が
、

小
郡
庁
所
在
地
の
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
は
人
口
四
六
四
人
に
す
ぎ
な
い
。
第

三
は
、
タ
ル
ブ
郡
に
属
し
、
平
野
部
に
位
置
す
る
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク

小
郡
で
あ
る
。
同
小
郡
は
、
県
庁
所
在
地
の
タ
ル
ブ
市
に
隣
接
し
て
お

り
、
か
つ
て
の
ビ
ゴ
ー
ル
三
部
会
設
置
地
方
に
属
し
て
い
る
。
同
小
郡

は
二
九
村
か
ら
な
り
、
小
郡
庁
所
在
地
は
、
ま
ず
オ
バ
レ
ッ
ド
村

（
一
七
九
〇
年
）
に
、
つ
い
で
一
八
〇
三
年
か
ら
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク

村
に
移
さ
れ
て
い
る
。
同
小
郡
を
構
成
す
る
各
村
の
平
均
人
口
は

一
九
六
人
で
、
人
口
一
〇
〇
〇
人
を
越
え
る
村
は
な
く
、
一
般
に
人
口

二
〇
〇
人
以
下
の
極
め
て
小
さ
な
村
々
か
ら
な
る（

（1
（

。
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こ
れ
ら
三
つ
の
小
郡
は
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
他
の
小
郡
に
比

し
て
、ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
議
事
録
が
比
較
的
よ
く
残
存
し
て
い
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
、全
て
の
村
で
議
事
録
が
作
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

少
な
く
と
も
残
存
し
て
い
な
い
。
実
際
、
リ
ュ
ス
小
郡
で
は
、
一
六
村

の
う
ち
五
村
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
で
は
一
六
村
の
う
ち
九
村
、
プ
イ
ヤ

ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
で
は
二
九
村
の
う
ち
一
〇
村
で
し
か
、
村
会
の
議
事

録
は
残
存
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
小
郡

の
う
ち
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
議
事
録
が
残
存
す
る
計
二
四
村
の
村
会

の
活
動
実
態
を
主
な
考
察
対
象
と
す
る（

（1
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
二
四
村

で
は
、
旧
体
制
・
革
命
期
に
お
け
る
議
事
録
が
あ
ま
り
残
存
し
て
お
ら

ず
、
そ
の
う
え
、
村
会
議
員
の
社
会
経
済
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
う

え
で
不
可
欠
な
租
税
台
帳
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
欠
陥
が
み
ら
れ

る
。
二
四
村
の
う
ち
両
者
を
備
え
る
の
は
マ
ゼ
ー
ル
村
（
ネ
ス
テ
ィ
エ

小
郡
）
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、こ
れ
ら
二
四
村
に
加
え
て
、

旧
体
制
期
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
ま
で
議
事
録
が
継
続
し
て
残
存
し
、

且
つ
租
税
台
帳
が
残
さ
れ
る
五
村
（
マ
ゼ
ー
ル
村
を
入
れ
て
六
村
）、

す
な
わ
ち
ア
デ
村（
ル
ル
ド
小
郡
）、オ
ラ
ン
サ
ン
村（
北
タ
ル
ブ
小
郡
）、

サ
ド
ル
ナ
ン
村
（
ト
リ
小
郡
）、
ソ
ヴ
テ
ー
ル
村
（
モ
ブ
ル
ゲ
小
郡
）、

シ
レ
ッ
ク
ス
村
（
オ
ー
カ
ン
小
郡
）
を
、
村
会
議
員
の
構
成
や
会
議
活

動
の
変
化
を
見
通
す
際
に
適
宜
研
究
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
す
る（

（1
（

。

第
一
節
　
村
会
の
再
建

　
絶
対
王
政
末
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
お
よ
そ
五
〇
万
の
村
や
集
落
が

存
在
し
、
ま
た
、
一
七
八
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
地
方
行
政
改
革
ま
で
、

村
行
政
の
あ
り
方
は
極
め
て
多
様
で
錯
綜
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
フ
ラ

ン
ス
で
初
め
て
、
全
国
に
画
一
的
な
市
町
村
行
政
当
局
が
設
置
さ
れ
た

の
は
、
一
七
八
九
年
十
二
月
一
四
日
に
制
定
さ
れ
た
「
市
町
村
行
政
当

局
の
設
立
に
関
す
る
デ
ク
レ
」
に
よ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
よ
そ

四
万
四
〇
〇
〇
を
数
え
た
小
教
区
の
中
心
地
（chef-lieu

）
を
行
政
当

局
の
所
在
地
と
し
て
市
町
村
（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
が
編
成
さ
れ
た
。
新
た

に
設
立
さ
れ
た
市
町
村
行
政
当
局
の
執
行
部（corps�m

unicipal

）は
、

市
町
村
長
（m

aire

）
と
市
町
村
役
人
（offi

ciers�m
unicipaux

）
か

ら
な
り
、
中
央
を
代
表
す
る
総
代
（procureur�général

）
が
行
政

の
監
視
を
担
っ
た
。
ま
た
、
村
全
体
に
関
わ
る
重
要
事
項
が
議
論
さ
れ

る
場
合
に
は
、
ノ
タ
ー
ブ
ル
（notables

）（
（1
（

が
召
集
さ
れ
、
市
町
村
会

（conseil�général�de�com
m
une

）
が
開
催
さ
れ
た
。
市
町
村
行
政

当
局
に
は
二
種
類
の
権
能
が
付
与
さ
れ
た
。
第
一
に
、
市
町
村
権
力
に

固
有
の
そ
れ
で
、
世
襲
財
産
の
管
理
、
会
計
、
公
共
事
業
、
ポ
リ
ス
等

で
あ
る
。
第
二
に
、
中
央
権
力
に
よ
り
委
任
さ
れ
る
も
の
で
、
租
税
の

分
配
・
徴
収
、
国
有
財
産
の
管
理
・
監
視
等
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
旧

体
制
期
に
は
領
主
の
同
意
な
く
し
て
は
如
何
な
る
「
政
治
」
も
行
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
諸
村
に
お
い
て
も
、
一
定
の
「
地
方
自
治
」
が
確

立
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　
と
こ
ろ
が
、
市
町
村
権
力
に
対
し
て
は
常
に
中
央
権
力
か
ら
懐
疑
の

目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
憲
法
制
定
議
会
に
お
い
て
地
方

行
政
区
画
の
再
編
が
論
じ
ら
れ
た
際
、
議
員
等
は
小
規
模
な
農
村
共
同

体
が
行
政
の
最
小
単
位
を
構
成
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
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の
筆
頭
が
シ
ェ
イ
エ
ス
で
、
彼
は
小
村
や
集
落
を
統
廃
合
し
、
わ
ず
か

七
二
〇
の
「
大
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
に
再
編
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
の

で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、
農
村
部
の
治
安
維
持
が
ま
す
ま
す
喫
緊
の
課
題
と

な
る
中
で
、
新
た
な
統
治
権
力
は
、
諸
村
で
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
自

衛
体
制
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
ず
、
な
し
崩
し
的
に
僻
村
に
ま
で
固
有
の

行
政
当
局
の
設
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、一
七
九
一
年
憲
法
で
は
改
め
て
、市
町
村
行
政
当
局
の
権
能
が
、「
市

町
村
に
固
有
の
事
項
」
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、
中
央
権
力
に

よ
る
後
見
的
監
督
が
明
示
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
七
九
二
年

四
月
か
ら
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、「
例
外
的
な
事
項
」
と
し
て
、
外
国

人
の
監
視
や
志
願
兵
の
召
集
、
軍
事
物
資
の
徴
発
が
市
町
村
行
政
当
局

に
要
求
さ
れ
、
そ
の
重
要
性
は
逆
に
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
中
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
主
導
で
共
和
暦
二
年
霜
月
一
四
日
法
が
採

用
さ
れ
、
中
央
集
権
化
が
再
び
図
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

村
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
て
い
た
総
代
が
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
行
政
庁
に
よ

り
直
接
任
命
さ
れ
る
国
家
代
理
官
（agent�national

）
に
よ
っ
て
す

げ
替
え
ら
れ
、
市
町
村
行
政
当
局
を
主
宰
し
た
。
ま
た
、
行
政
当
局
と

は
別
に
、
各
市
町
村
に
監
視
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
公
安
等
に
関
わ
る

革
命
法
が
厳
正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
監
視
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
市
町

村
は
「
革
命
独
裁
」
の
砦
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

11
（

。

　
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
革
命
政
府
が
解
体
さ
れ
、

一
七
九
五
年
一
〇
月
に
九
五
年
憲
法
体
制
が
成
立
す
る
と
、
総
裁
政
府

は
す
ぐ
さ
ま
、
恐
怖
政
治
期
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
温
床
と
な
っ
た
市
町
村

自
治
を
警
戒
し
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
未
満
の
町
村
か
ら
行
政
権
限
を
奪

い
、
小
郡
に
政
治
的
・
行
政
的
権
限
を
移
管
し
た
。
各
町
村
に
つ
き
一

名
の
代
表
者
と
一
名
の
補
佐
役
が
定
期
的
に
小
郡
庁
所
在
地
に
集
ま

り
、
中
央
政
府
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
総
裁
政
府
委
員
の
監
督
下
で
、
租

税
、
食
糧
徴
発
、
徴
兵
、
農
村
警
察
等
の
行
政
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

革
命
当
初
、憲
法
制
定
議
会
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
「
大
コ
ミ
ュ
ー
ン
」

の
理
念
が
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

よ
う
。
実
際
、
小
郡
行
政
当
局
の
担
当
す
る
諸
問
題
の
内
実
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、こ
の
機
関
は
地
方
の
代
表
機
関
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
行
政
機
械
の
歯
車
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
小
郡

行
政
当
局
に
権
限
を
集
中
さ
せ
た
こ
と
が
、
中
央
権
力
と
農
村
共
同
体

と
の
接
点
を
失
わ
せ
し
め
、
中
央
権
力
に
よ
る
円
滑
な
地
方
支
配
を
妨

げ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

1（
（

。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
領
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
小
郡
制
度
が
農
村
住
民
に

不
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
に
よ

り
、
農
村
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
固
有
の
行
政
当
局
を
再
建
し
、
併
せ
て
、
市

町
村
会
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。
ウ
ォ
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
共
同
体

の
自
治
に
熱
意
あ
る
農
村
住
民
は
、
小
郡
制
度
の
消
失
に
た
だ
拍
手
喝

采
す
る
の
み
で
あ
っ
た
」
と
い
う（

11
（

。
同
法
に
よ
れ
ば
、「
現
在
、
一
人

の
市
町
村
代
理
人
と
補
佐
役
が
設
置
さ
れ
て
い
る
都
市
、
市
場
町
、
そ

の
他
の
場
所
に
は
、
市
町
村
会
が
設
置
さ
れ
る
。
会
議
員
数
は
、
人
口

が
二
五
〇
〇
人
未
満
の
場
所
で
は
一
〇
人
、
五
〇
〇
〇
人
未
満
で
あ
れ

ば
二
〇
人
、
そ
れ
以
上
の
場
所
で
は
三
〇
人
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ

た（
11
（

。
た
だ
し
、
前
者
二
つ
は
町
村
長
と
助
役
を
除
く
会
議
員
数
が
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
人
と
二
〇
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
上
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の
筆
頭
が
シ
ェ
イ
エ
ス
で
、
彼
は
小
村
や
集
落
を
統
廃
合
し
、
わ
ず
か

七
二
〇
の
「
大
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
に
再
編
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
の

で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、
農
村
部
の
治
安
維
持
が
ま
す
ま
す
喫
緊
の
課
題
と

な
る
中
で
、
新
た
な
統
治
権
力
は
、
諸
村
で
自
発
的
に
形
成
さ
れ
た
自

衛
体
制
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
ず
、
な
し
崩
し
的
に
僻
村
に
ま
で
固
有
の

行
政
当
局
の
設
立
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、一
七
九
一
年
憲
法
で
は
改
め
て
、市
町
村
行
政
当
局
の
権
能
が
、「
市

町
村
に
固
有
の
事
項
」
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
、
中
央
権
力
に

よ
る
後
見
的
監
督
が
明
示
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
七
九
二
年

四
月
か
ら
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、「
例
外
的
な
事
項
」
と
し
て
、
外
国

人
の
監
視
や
志
願
兵
の
召
集
、
軍
事
物
資
の
徴
発
が
市
町
村
行
政
当
局

に
要
求
さ
れ
、
そ
の
重
要
性
は
逆
に
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
中
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
主
導
で
共
和
暦
二
年
霜
月
一
四
日
法
が
採

用
さ
れ
、
中
央
集
権
化
が
再
び
図
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

村
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
て
い
た
総
代
が
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
行
政
庁
に
よ

り
直
接
任
命
さ
れ
る
国
家
代
理
官
（agent�national

）
に
よ
っ
て
す

げ
替
え
ら
れ
、
市
町
村
行
政
当
局
を
主
宰
し
た
。
ま
た
、
行
政
当
局
と

は
別
に
、
各
市
町
村
に
監
視
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
公
安
等
に
関
わ
る

革
命
法
が
厳
正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
監
視
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
市
町

村
は
「
革
命
独
裁
」
の
砦
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

11
（

。

　
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
革
命
政
府
が
解
体
さ
れ
、

一
七
九
五
年
一
〇
月
に
九
五
年
憲
法
体
制
が
成
立
す
る
と
、
総
裁
政
府

は
す
ぐ
さ
ま
、
恐
怖
政
治
期
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
温
床
と
な
っ
た
市
町
村

自
治
を
警
戒
し
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
未
満
の
町
村
か
ら
行
政
権
限
を
奪

い
、
小
郡
に
政
治
的
・
行
政
的
権
限
を
移
管
し
た
。
各
町
村
に
つ
き
一

名
の
代
表
者
と
一
名
の
補
佐
役
が
定
期
的
に
小
郡
庁
所
在
地
に
集
ま

り
、
中
央
政
府
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
総
裁
政
府
委
員
の
監
督
下
で
、
租

税
、
食
糧
徴
発
、
徴
兵
、
農
村
警
察
等
の
行
政
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

革
命
当
初
、憲
法
制
定
議
会
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
「
大
コ
ミ
ュ
ー
ン
」

の
理
念
が
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

よ
う
。
実
際
、
小
郡
行
政
当
局
の
担
当
す
る
諸
問
題
の
内
実
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、こ
の
機
関
は
地
方
の
代
表
機
関
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
行
政
機
械
の
歯
車
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
小
郡

行
政
当
局
に
権
限
を
集
中
さ
せ
た
こ
と
が
、
中
央
権
力
と
農
村
共
同
体

と
の
接
点
を
失
わ
せ
し
め
、
中
央
権
力
に
よ
る
円
滑
な
地
方
支
配
を
妨

げ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

1（
（

。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
統
領
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
小
郡
制
度
が
農
村
住
民
に

不
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
に
よ

り
、
農
村
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
固
有
の
行
政
当
局
を
再
建
し
、
併
せ
て
、
市

町
村
会
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。
ウ
ォ
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、「
共
同
体

の
自
治
に
熱
意
あ
る
農
村
住
民
は
、
小
郡
制
度
の
消
失
に
た
だ
拍
手
喝

采
す
る
の
み
で
あ
っ
た
」
と
い
う（

11
（

。
同
法
に
よ
れ
ば
、「
現
在
、
一
人

の
市
町
村
代
理
人
と
補
佐
役
が
設
置
さ
れ
て
い
る
都
市
、
市
場
町
、
そ

の
他
の
場
所
に
は
、
市
町
村
会
が
設
置
さ
れ
る
。
会
議
員
数
は
、
人
口

が
二
五
〇
〇
人
未
満
の
場
所
で
は
一
〇
人
、
五
〇
〇
〇
人
未
満
で
あ
れ

ば
二
〇
人
、
そ
れ
以
上
の
場
所
で
は
三
〇
人
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ

た（
11
（

。
た
だ
し
、
前
者
二
つ
は
町
村
長
と
助
役
を
除
く
会
議
員
数
が
そ
れ

ぞ
れ
一
〇
人
と
二
〇
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
上
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の
都
市
で
は
、
市
長
と
助
役
二
人
を
含
め
て
三
〇
人
と
定
め
ら
れ
た（

11
（

。

オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
都
市
は
、
県

庁
所
在
地
の
タ
ル
ブ
市
と
郡
庁
所
在
地
の
バ
ニ
ェ
ー
ル
市
の
み
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
市
長
と
助
役
を
除
き
、
二
七

人
の
議
員
で
構
成
さ
れ
る
市
会
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
人
口

が
二
五
〇
〇
人
以
上
五
〇
〇
〇
人
未
満
の
町
は
、
ル
ル
ド
、
カ
ン
パ
ン
、

オ
サ
ン
、
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ゴ
ー
ル
の
四
町
の
み
で
あ
る
か
ら
、
同
県
で

は
ほ
ぼ
全
て
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
一
〇
人
の
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
村
会

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る（

11
（

。

　
市
町
村
会
の
運
営
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
市

町
村
会
は
、
毎
年
雨
月
一
五
日
に
集
合
し
、
最
大
一
五
日
間
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
。
市
町
村
会
は
特
別
に
知
事
の
命
令
に
よ
り
召
集
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
」。
市
町
村
会
の
権
能
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、「
市
町
村
会
は
、
市
町
村
長
の
収
入
と
支
出
の
報
告
を
聞
き
、

議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
報
告
書
は
市
町
村
長
に
よ
り
郡
長
に

付
託
さ
れ
、
郡
長
が
最
終
的
に
承
認
す
る
。
市
町
村
会
は
、
采
薪
権
、

共
同
放
牧
権
、
収
穫
物
、
共
有
の
産
物
の
分
配
を
決
定
す
る
。
市
町
村

会
は
、
そ
の
費
用
が
住
民
の
負
担
で
あ
る
所
有
物
の
維
持
や
修
理
に
必

要
な
事
業
の
分
担
を
決
定
す
る
。
市
町
村
会
は
、
市
町
村
行
政
当
局
の

個
別
の
必
要
事
項
、
そ
れ
ら
の
費
用
を
賄
う
た
め
の
公
債
、
入
市
税
、

付
加
サ
ン
チ
ー
ム
、並
び
に
共
同
の
諸
権
利
の
行
使
と
保
持
の
た
め
に
、

提
起
し
、ま
た
は
支
持
す
る
こ
と
が
適
切
な
訴
訟
に
関
し
て
議
論
す
る
」

（
第
一
五
条
）。
加
え
て
、
第
二
〇
条
で
は
、「
知
事
は
市
町
村
会
の
会

議
員
を
任
命
し
、彼
ら
の
職
務
を
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
［
中
略
］

…
市
町
村
会
の
会
議
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。
彼
ら
は
再
選
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
地
方
財
政
の
問
題
を
解
消
す
る

た
め
に
、
共
和
暦
九
年
熱
月
四
日
（
一
八
〇
二
年
七
月
二
四
日
）
の
ア

レ
テ
は
、
市
町
村
会
に
市
町
村
の
貸
方
と
借
方
の
一
覧
表
を
作
成
す
る

よ
う
命
じ
た
。
そ
の
第
四
条
で
は
、「
市
町
村
会
は
…
［
中
略
］
…
法

律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
翌
年
の
支
出
の
た
め
に
租
税
に

付
加
し
て
徴
収
さ
れ
る
サ
ン
チ
ー
ム
の
数
値
を
決
定
す
る
」
と
定
め
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
第
七
条
に
よ
り
、「
市
町
村
会
は
、
市
町
村
の
通
常

収
入
を
増
や
す
手
段
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。
フ

ル
ニ
エ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
入
市
税
の
創
設
や
世
襲
財
産
の
賃
貸
の
競

売
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
中
央
政
府
の
圧
力
の
発
端
に
他

な
ら
な
か
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
市
町
村
会
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
共
和
暦

一
〇
年
憲
法
に
よ
り
、「
市
町
村
会
は
一
〇
年
ご
と
に
半
数
が
改
選
さ

れ
る
」（
第
一
二
条
）
と
し
て
、
市
町
村
会
議
員
の
任
期
は
二
〇
年
と

さ
れ
た
。
ま
た
、「
第
一
統
領
は
、
市
町
村
長
と
助
役
を
、
市
町
村
会

の
中
か
ら
選
任
す
る
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
市
町
村
会
議

員
の
選
出
に
関
し
て
は
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
都
市
で
は
小
郡
集

会
（
一
次
選
挙
集
会
）
が
、
小
郡
の
最
高
納
税
者
一
〇
〇
人
の
リ
ス
ト

か
ら
市
会
の
各
空
席
に
二
人
の
市
民
を
提
案
す
る
権
限
が
認
め
ら
れ
た

（
第
一
〇
条
）
の
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
制
度
は
農
村
部
の
コ

ミ
ュ
ー
ン
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
引
き
続
き
知
事
に
よ
る
任
命
制
が
採
用

さ
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
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第
二
節
　
村
会
議
員
の
社
会
経
済
的
性
格

　
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
に
よ
れ
ば
、
村
会
議
員
を
任
命
す
る
の

は
知
事
の
責
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
、

最
初
の
村
会
議
員
の
任
命
は
独
自
の
方
法
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
出
方

法
は
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の
シ
ス
村
と
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
の
セ
ッ

シ
ュ
村
の
議
事
録
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
の
で
以
下
で
は
シ

ス
村
の
議
事
録
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　「
共
和
暦
八
年
収
穫
月
二
四
日
（
一
八
〇
〇
年
七
月
一
三
日
）、
午
前

八
時
、
タ
ル
ブ
郡
シ
ス
村
の
村
長
で
あ
る
ア
ル
ノ
ー
・
コ
ロ
ン
グ
は
、

同
村
の
村
会
を
構
成
す
る
一
〇
人
の
会
議
員
の
任
命
に
取
り
か
か
る
た

め
に
、
同
月
一
五
日
付
の
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
県
庁
の
ア
レ
テ
を

執
行
し
、
同
村
の
役
人
（sergent

）
に
よ
り
市
民
を
召
集
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
二
五
歳
以
上
の
家
長
が
集
合
し
、
三
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け

ら
れ
た
。
第
一
ク
ラ
ス
は
、
地
租
の
最
高
納
税
者
で
構
成
さ
れ
た
。
第

二
ク
ラ
ス
は
、
中
間
の
納
税
者
で
、
第
三
ク
ラ
ス
は
残
り
の
住
民
で
構

成
さ
れ
た
。
任
命
は
、
三
回
の
名
簿
制
選
挙
で
行
わ
れ
た
。
一
回
目
の

投
票
は
、
第
一
ク
ラ
ス
か
ら
四
人
を
対
象
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ラ

ン
・
デ
ュ
サ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ン
・
ア
バ
デ
ィ
、
ジ
ャ
ン
・
デ
キ
ャ
ン
、
オ
ー

ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ラ
モ
ン
が
選
出
さ
れ
た
。
二
回
目
の
投
票
は
、
第
二
ク

ラ
ス
か
ら
三
人
を
対
象
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ガ
ン
ル
、

ニ
コ
ラ
・
ラ
バ
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
ム
・
ト
ル
ト
が
選
出
さ
れ
た
。
三
回
目

の
投
票
は
、
第
三
ク
ラ
ス
か
ら
三
人
を
対
象
に
し
、
ド
ミ
ニ
ク
・
ド
レ

ア
ッ
ク
父
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
メ
ラ
・
ロ
テ
ィ
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ブ
ロ
カ
が
選

出
さ
れ
た（

11
（

」。

　
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
農
村
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
は
、

県
庁
の
ア
レ
テ
に
則
り
、
最
初
の
村
会
議
員
は
独
自
の
選
挙
方
法
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
村
長
は
ま
ず
村
に
居

住
す
る
二
五
歳
以
上
の
全
家
長
を
召
集
し
、
課
税
額
に
応
じ
て
三
つ
の

ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
三
回
の
名
簿
制
選
挙
に
よ
り
、
最

高
納
税
者
で
構
成
さ
れ
る
第
一
ク
ラ
ス
か
ら
四
人
、
残
る
二
つ
の
ク
ラ

ス
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の
村
会
議
員
が
選
出
さ
れ
、
知
事
に
よ
り
任
命

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
村
会
に
お
い
て
最
高
納
税
者
だ
け
で
な
く
、
住

民
全
体
の
利
益
が
代
表
さ
れ
る
よ
う
県
行
政
当
局
が
配
慮
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
方
法
は
、
他
の
諸

地
域
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
全
く
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
し
あ
た

り
同
県
に
独
自
の
も
の
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
同
様

の
選
挙
方
法
は
実
は
、
旧
体
制
期
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
で
、
農
村
共

同
体
に
お
け
る
政
治
会
議
（conseil�politique

）
を
設
立
す
る
際
、

そ
の
構
成
員
を
選
出
す
る
た
め
に
、
地
方
三
部
会
に
よ
り
王
権
に
提
案

さ
れ
、
一
六
八
九
年
九
月
二
〇
日
に
認
め
ら
れ
た
方
法
と
酷
似
し
て
い

る（
11
（

。
し
か
し
、
な
ぜ
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
方

法
が
採
用
さ
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
国
に

お
い
て
、
最
初
の
村
会
議
員
の
任
命
方
法
に
つ
い
て
は
想
定
さ
れ
る
以

上
に
柔
軟
で
多
様
な
方
法
が
採
用
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど

め
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
八
〇
〇
年
に
任
命
さ
れ
た
最
初
の
村

会
議
員
の
任
期
は
三
年
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
八
〇
四
年
に
部
分
的

に
刷
新
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
は
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
方
法
は
も
は
や
採
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第
二
節
　
村
会
議
員
の
社
会
経
済
的
性
格

　
共
和
暦
八
年
雨
月
二
八
日
法
に
よ
れ
ば
、
村
会
議
員
を
任
命
す
る
の

は
知
事
の
責
任
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
、

最
初
の
村
会
議
員
の
任
命
は
独
自
の
方
法
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
出
方

法
は
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の
シ
ス
村
と
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
の
セ
ッ

シ
ュ
村
の
議
事
録
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
の
で
以
下
で
は
シ

ス
村
の
議
事
録
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

　「
共
和
暦
八
年
収
穫
月
二
四
日
（
一
八
〇
〇
年
七
月
一
三
日
）、
午
前

八
時
、
タ
ル
ブ
郡
シ
ス
村
の
村
長
で
あ
る
ア
ル
ノ
ー
・
コ
ロ
ン
グ
は
、

同
村
の
村
会
を
構
成
す
る
一
〇
人
の
会
議
員
の
任
命
に
取
り
か
か
る
た

め
に
、
同
月
一
五
日
付
の
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
県
庁
の
ア
レ
テ
を

執
行
し
、
同
村
の
役
人
（sergent

）
に
よ
り
市
民
を
召
集
さ
せ
た
。

そ
の
結
果
、
二
五
歳
以
上
の
家
長
が
集
合
し
、
三
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け

ら
れ
た
。
第
一
ク
ラ
ス
は
、
地
租
の
最
高
納
税
者
で
構
成
さ
れ
た
。
第

二
ク
ラ
ス
は
、
中
間
の
納
税
者
で
、
第
三
ク
ラ
ス
は
残
り
の
住
民
で
構

成
さ
れ
た
。
任
命
は
、
三
回
の
名
簿
制
選
挙
で
行
わ
れ
た
。
一
回
目
の

投
票
は
、
第
一
ク
ラ
ス
か
ら
四
人
を
対
象
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ラ

ン
・
デ
ュ
サ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ン
・
ア
バ
デ
ィ
、
ジ
ャ
ン
・
デ
キ
ャ
ン
、
オ
ー

ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ラ
モ
ン
が
選
出
さ
れ
た
。
二
回
目
の
投
票
は
、
第
二
ク

ラ
ス
か
ら
三
人
を
対
象
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ガ
ン
ル
、

ニ
コ
ラ
・
ラ
バ
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
ム
・
ト
ル
ト
が
選
出
さ
れ
た
。
三
回
目

の
投
票
は
、
第
三
ク
ラ
ス
か
ら
三
人
を
対
象
に
し
、
ド
ミ
ニ
ク
・
ド
レ

ア
ッ
ク
父
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
メ
ラ
・
ロ
テ
ィ
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ブ
ロ
カ
が
選

出
さ
れ
た（

11
（

」。

　
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
農
村
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
は
、

県
庁
の
ア
レ
テ
に
則
り
、
最
初
の
村
会
議
員
は
独
自
の
選
挙
方
法
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
村
長
は
ま
ず
村
に
居

住
す
る
二
五
歳
以
上
の
全
家
長
を
召
集
し
、
課
税
額
に
応
じ
て
三
つ
の

ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
三
回
の
名
簿
制
選
挙
に
よ
り
、
最

高
納
税
者
で
構
成
さ
れ
る
第
一
ク
ラ
ス
か
ら
四
人
、
残
る
二
つ
の
ク
ラ

ス
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
人
の
村
会
議
員
が
選
出
さ
れ
、
知
事
に
よ
り
任
命

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
村
会
に
お
い
て
最
高
納
税
者
だ
け
で
な
く
、
住

民
全
体
の
利
益
が
代
表
さ
れ
る
よ
う
県
行
政
当
局
が
配
慮
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
方
法
は
、
他
の
諸

地
域
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
全
く
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
し
あ
た

り
同
県
に
独
自
の
も
の
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
同
様

の
選
挙
方
法
は
実
は
、
旧
体
制
期
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
で
、
農
村
共

同
体
に
お
け
る
政
治
会
議
（conseil�politique

）
を
設
立
す
る
際
、

そ
の
構
成
員
を
選
出
す
る
た
め
に
、
地
方
三
部
会
に
よ
り
王
権
に
提
案

さ
れ
、
一
六
八
九
年
九
月
二
〇
日
に
認
め
ら
れ
た
方
法
と
酷
似
し
て
い

る（
11
（

。
し
か
し
、
な
ぜ
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
方

法
が
採
用
さ
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
国
に

お
い
て
、
最
初
の
村
会
議
員
の
任
命
方
法
に
つ
い
て
は
想
定
さ
れ
る
以

上
に
柔
軟
で
多
様
な
方
法
が
採
用
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど

め
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
八
〇
〇
年
に
任
命
さ
れ
た
最
初
の
村

会
議
員
の
任
期
は
三
年
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
八
〇
四
年
に
部
分
的

に
刷
新
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
は
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
方
法
は
も
は
や
採
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用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
で
は
、
村
会
議
員
に
は
如
何
な
る
社
会

経
済
的
性
格
を
備
え
た
人
物
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
農
村
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
村
会
議
員
に
関
す
る
体
系
的
な
史
料
は
残
存
し

て
お
ら
ず
、
正
確
な
年
齢
、
財
産
、
職
業
経
歴
等
を
再
構
築
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
む
ろ
ん
、
共
和
暦
一
〇
年
憲
法
に
よ
れ
ば
、
村
長
は
村

会
議
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
村
会
議
員

は
一
般
に
村
長
と
社
会
経
済
的
に
同
等
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
実
際
、
彼
ら
の
多
く
は
村
長
と
同
じ
く
農
民
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
一
八
〇
二
年
に
作
成
さ
れ
た
タ
ル
ブ
郡
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
名
士

リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の
村
会
議
員
で
、
職

業
が
判
明
し
た
三
七
人
の
う
ち
三
〇
人
は
農
民
で
あ
っ
た（

11
（

。と
こ
ろ
で
、

村
会
議
員
の
多
く
はcultivateur

やlaboureur

と
呼
ば
れ
て
お
り
、

逆
に
、
彼
ら
の
中
にbrassier

と
呼
ば
れ
る
人
々
が
い
な
か
っ
た
こ

と
は
、
ピ
レ
ネ
ー
地
方
で
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
実
際
、
前
者
が
含
意

す
る
の
は
、彼
ら
が
一
般
に
家
長
で
あ
り
、村
内
で
比
較
的
裕
福
な
「
土

地
所
有
者
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
年
下
の

子
ど
も
た
ち
や
女
性
、
ま
た
は
家
畜
や
農
耕
具
を
備
え
な
い
貧
農
は

brassier

と
呼
ば
れ
、
前
者
と
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
た
。
両
者
の
差
異

は
政
治
的
次
元
に
お
い
て
明
確
で
、
代
々
、
村
の
「
政
治
」
に
参
加
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
は
、
村
内
で
比
較
的
裕
福
な
「
土
地
所
有
者
」

で
あ
り
、「
名
家
（bonnes�m

aisons

）」
と
呼
ば
れ
る
家
の
家
長
だ

け
で
あ
っ
た（

1（
（

。

　
実
際
に
、
租
税
台
帳
が
残
存
す
る
六
つ
の
村
で
、
最
初
の
村
会
議
員

の
土
地
収
入
を
検
討
し
て
み
る
と
、
選
挙
制
度
を
反
映
し
て
か
各
村
に

数
人
の
例
外
は
い
る
も
の
の
、
一
般
に
上
位
高
額
納
税
者
三
分
の
一
以

上
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
一
八
〇
〇
年
に
任
命
さ
れ
た
最
初

の
村
長
と
同
じ
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
村
長
の
場
合
、

一
八
〇
八
年
の
大
規
模
な
入
替
え
で
、
村
内
の
最
高
納
税
者
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
る
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
村
会
で
は

一
八
〇
四
年
に
一
定
の
村
会
議
員
の
入
替
え
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
土
地
収
入
額
に
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
実
際
、

一
八
一
五
年
ま
で
に
土
地
収
入
額
の
増
加
が
み
ら
れ
た
の
は
、
マ
ゼ
ー

ル
村
（
一
八
〇
〇
年
平
均
六
四
フ
ラ
ン
→
一
八
一
五
年
七
二
フ
ラ
ン
）

と
オ
ラ
ン
サ
ン
村
（
二
一
〇
フ
ラ
ン
→
二
三
八
フ
ラ
ン
）
で
、
逆
に
、

ア
デ
村（
二
九
〇
フ
ラ
ン
→
二
三
〇
フ
ラ
ン
）と
ソ
ヴ
テ
ー
ル
村（
八
五

フ
ラ
ン
→
八
二
フ
ラ
ン
）
で
は
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る（

11
（

。

　
さ
ら
に
、
一
八
〇
〇
年
の
村
会
議
員
の
経
歴
を
み
て
み
る
と
、
旧
体

制
期
や
革
命
期
に
村
行
政
を
経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
人
物
が
多
く
採
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
ソ
ヴ
テ
ー
ル
村
で
は
、

一
八
〇
〇
年
に
任
命
さ
れ
た
一
〇
人
の
村
会
議
員
の
う
ち
五
人
、
オ
ラ

ン
サ
ン
村
と
マ
ゼ
ー
ル
村
で
は
六
人
、
シ
レ
ッ
ク
ス
村
に
至
っ
て
は
七

人
が
か
つ
て
の
村
行
政
の
経
験
者
で
あ
っ
た
。
人
口
が
二
〇
三
人
と
最

も
少
な
い
シ
レ
ッ
ク
ス
村
で
は
、
村
行
政
を
担
い
得
る
人
物
の
母
数
が

小
さ
い
こ
と
が
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
一
八
〇
〇
年
に
任
命
さ
れ
た
村
会
議
員
で
、
旧
体
制
（
一
七
八
五
年

～
）・
革
命
期
に
村
行
政
を
経
験
し
た
二
八
人
（
一
八
〇
八
年
以
降
の

村
会
議
員
し
か
判
明
し
な
い
サ
ド
ル
ナ
ン
村
を
除
く
五
村
五
〇
人
中
）

の
う
ち
、
一
一
人
は
一
七
九
〇
年
に
初
め
て
村
行
政
の
一
員
と
な
り
、
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一
七
九
一
年
に
新
た
に
任
命
さ
れ
た
四
人
を
合
わ
せ
る
と
半
数
以
上

が
、
こ
れ
ら
の
年
か
ら
村
行
政
に
携
わ
り
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
、
一
七
九
二
年
、
一
七
九
三
年
、
一
七
九
四
年
に
初
め
て
村
の

公
職
に
任
命
さ
れ
た
者
は
総
じ
て
五
人
に
過
ぎ
ず
（
各
一
人
、
三
人
、

一
人
）、
革
命
の
絶
頂
期
に
村
行
政
に
参
入
し
た
者
は
、
一
八
〇
〇
年

の
村
会
か
ら
完
全
で
は
な
く
と
も
排
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。実
際
、

テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
後
、
一
七
九
五
年
に
初
め
て
村
行
政
に
参

加
し
た
者
は
六
人
を
数
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ

る
。
ま
た
、
一
七
八
五
年
か
ら
一
七
九
〇
年
の
間
に
村
の
コ
ン
ス
ル
職

を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
人
物
は
三
人
を
数
え
、
革
命
か
ら
一
〇
年
が
経

過
し
て
も
な
お
、
彼
ら
が
村
会
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
革
命
期
の
経
歴
の
パ
タ
ー
ン
を
み
る
と
、
最
初
の
経
歴

を
ノ
タ
ー
ブ
ル
と
し
て
開
始
す
る
者
が
多
く
一
〇
人
（
二
八
人
中
）
で
、

つ
い
で
村
役
人
も
七
人
を
数
え
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ゼ
ー
ル
村
の
グ
ラ

ン
ジ
ェ
は
一
七
九
〇
年
に
ノ
タ
ー
ブ
ル
に
選
ば
れ
た
後
、
一
七
九
一
年

に
村
役
人
を
歴
任
し
て
の
任
命
で
あ
っ
た
し
、
オ
ラ
ン
サ
ン
村
の
デ
ュ

フ
ォ
は
一
七
九
一
年
に
ノ
タ
ー
ブ
ル
、
つ
い
で
一
七
九
五
年
に
村
役
人

に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
シ
レ
ッ
ク
ス
村
の
セ
ビ
ラ
ン
の
場
合
、

一
七
九
〇
年
に
村
役
人
に
選
ば
れ
た
後
、
一
七
九
二
年
に
ノ
タ
ー
ブ
ル

と
な
り
、
一
七
九
五
年
に
村
役
人
に
再
任
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
総
代

（
ま
た
は
国
家
代
理
官
）
や
村
長
（
ま
た
は
村
代
理
人
）
か
ら
経
歴
を

開
始
し
た
者
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
一
五
人
（
二
八
人

中
）
は
村
長
や
総
代
職
を
経
験
し
た
後
、
一
八
〇
〇
年
に
村
会
議
員
に

任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
村
行
政
の
ハ
イ
ア
ラ
ー

キ
ー
を
順
当
に
反
映
し
て
、
ノ
タ
ー
ブ
ル
→
村
役
人
→
総
代
（
国
家
代

理
官
）・
村
長（
村
代
理
人
）と
い
う
昇
進
パ
タ
ー
ン
が
明
ら
か
と
な
る
。

基
本
的
に
は
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
革
命
期
に
村
行
政
に
参
加
し

た
人
物
が
、
一
八
〇
〇
年
に
優
先
的
に
村
会
議
員
に
任
命
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
初
め
て
公
職
に
ア
ク
セ

ス
し
た
人
物
を
巧
み
に
排
除
し
つ
つ
、
革
命
期
に
着
実
に
行
政
経
験
を

蓄
積
し
た
者
を
積
極
的
に
公
職
に
登
用
す
る
と
い
う
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体

制
の
性
格
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
一
八
〇
四

年
以
降
新
た
に
任
命
さ
れ
た
村
会
議
員
の
中
に
も
、
旧
体
制
期
と
革
命

期
に
村
行
政
を
経
験
し
た
者
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
を
通
じ
て
、
村
会
議
員
の
登
用
で
は
、
村
の
行

政
経
験
が
常
に
重
視
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
当
初
、

旧
体
制
・
革
命
期
の
公
職
経
験
者
が
優
先
的
に
登
用
さ
れ
た
の
に
対
し
、

帝
政
期
に
か
け
て
公
職
を
経
験
し
な
い
大
土
地
所
有
者
（
旧
貴
族
層
）

が
積
極
的
に
採
用
さ
れ
た
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
会
や
タ
ル
ブ
市
会
と

は
明
確
に
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
村
会
で
は
む
し
ろ
、
村
行
政

の
継
続
性
を
保
証
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
革
命
期
と
ナ
ポ

レ
オ
ン
時
代
を
経
て
も
な
お
、
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
エ
リ
ー
ト
の
本
当
の

意
味
で
の
流
動
性
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
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一
七
九
一
年
に
新
た
に
任
命
さ
れ
た
四
人
を
合
わ
せ
る
と
半
数
以
上

が
、
こ
れ
ら
の
年
か
ら
村
行
政
に
携
わ
り
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
、
一
七
九
二
年
、
一
七
九
三
年
、
一
七
九
四
年
に
初
め
て
村
の

公
職
に
任
命
さ
れ
た
者
は
総
じ
て
五
人
に
過
ぎ
ず
（
各
一
人
、
三
人
、

一
人
）、
革
命
の
絶
頂
期
に
村
行
政
に
参
入
し
た
者
は
、
一
八
〇
〇
年

の
村
会
か
ら
完
全
で
は
な
く
と
も
排
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。実
際
、

テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
後
、
一
七
九
五
年
に
初
め
て
村
行
政
に
参

加
し
た
者
は
六
人
を
数
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ

る
。
ま
た
、
一
七
八
五
年
か
ら
一
七
九
〇
年
の
間
に
村
の
コ
ン
ス
ル
職

を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
人
物
は
三
人
を
数
え
、
革
命
か
ら
一
〇
年
が
経

過
し
て
も
な
お
、
彼
ら
が
村
会
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
革
命
期
の
経
歴
の
パ
タ
ー
ン
を
み
る
と
、
最
初
の
経
歴

を
ノ
タ
ー
ブ
ル
と
し
て
開
始
す
る
者
が
多
く
一
〇
人
（
二
八
人
中
）
で
、

つ
い
で
村
役
人
も
七
人
を
数
え
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ゼ
ー
ル
村
の
グ
ラ

ン
ジ
ェ
は
一
七
九
〇
年
に
ノ
タ
ー
ブ
ル
に
選
ば
れ
た
後
、
一
七
九
一
年

に
村
役
人
を
歴
任
し
て
の
任
命
で
あ
っ
た
し
、
オ
ラ
ン
サ
ン
村
の
デ
ュ

フ
ォ
は
一
七
九
一
年
に
ノ
タ
ー
ブ
ル
、
つ
い
で
一
七
九
五
年
に
村
役
人

に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
シ
レ
ッ
ク
ス
村
の
セ
ビ
ラ
ン
の
場
合
、

一
七
九
〇
年
に
村
役
人
に
選
ば
れ
た
後
、
一
七
九
二
年
に
ノ
タ
ー
ブ
ル

と
な
り
、
一
七
九
五
年
に
村
役
人
に
再
任
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
総
代

（
ま
た
は
国
家
代
理
官
）
や
村
長
（
ま
た
は
村
代
理
人
）
か
ら
経
歴
を

開
始
し
た
者
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
一
五
人
（
二
八
人

中
）
は
村
長
や
総
代
職
を
経
験
し
た
後
、
一
八
〇
〇
年
に
村
会
議
員
に

任
命
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
村
行
政
の
ハ
イ
ア
ラ
ー

キ
ー
を
順
当
に
反
映
し
て
、
ノ
タ
ー
ブ
ル
→
村
役
人
→
総
代
（
国
家
代

理
官
）・
村
長（
村
代
理
人
）と
い
う
昇
進
パ
タ
ー
ン
が
明
ら
か
と
な
る
。

基
本
的
に
は
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
従
っ
て
革
命
期
に
村
行
政
に
参
加
し

た
人
物
が
、
一
八
〇
〇
年
に
優
先
的
に
村
会
議
員
に
任
命
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
初
め
て
公
職
に
ア
ク
セ

ス
し
た
人
物
を
巧
み
に
排
除
し
つ
つ
、
革
命
期
に
着
実
に
行
政
経
験
を

蓄
積
し
た
者
を
積
極
的
に
公
職
に
登
用
す
る
と
い
う
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体

制
の
性
格
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
一
八
〇
四

年
以
降
新
た
に
任
命
さ
れ
た
村
会
議
員
の
中
に
も
、
旧
体
制
期
と
革
命

期
に
村
行
政
を
経
験
し
た
者
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
を
通
じ
て
、
村
会
議
員
の
登
用
で
は
、
村
の
行

政
経
験
が
常
に
重
視
さ
れ
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
当
初
、

旧
体
制
・
革
命
期
の
公
職
経
験
者
が
優
先
的
に
登
用
さ
れ
た
の
に
対
し
、

帝
政
期
に
か
け
て
公
職
を
経
験
し
な
い
大
土
地
所
有
者
（
旧
貴
族
層
）

が
積
極
的
に
採
用
さ
れ
た
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
会
や
タ
ル
ブ
市
会
と

は
明
確
に
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
村
会
で
は
む
し
ろ
、
村
行
政

の
継
続
性
を
保
証
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
革
命
期
と
ナ
ポ

レ
オ
ン
時
代
を
経
て
も
な
お
、
村
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
エ
リ
ー
ト
の
本
当
の

意
味
で
の
流
動
性
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
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第
三
節
　
村
行
政
当
局
の
運
営

　
村
会
の
議
事
録
か
ら
会
議
の
開
催
日
数
を
算
出
し
、
村
会
の
活
動
傾

向
を
分
析
す
る
。
し
か
し
、
村
会
の
議
事
録
に
は
村
長
の
ア
レ
テ
も
ま

た
し
ば
し
ば
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
村
行
政

当
局
の
活
動
と
し
て
ま
と
め
て
検
討
し
て
み
よ
う（

11
（

。

　
同
県
の
村
行
政
当
局
の
開
催
日
数
は
、
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
五

年
に
か
け
て
、
各
村
で
毎
年
平
均
し
て
七
～
八
日
間
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
時
代
を
通
じ
て
、活
動
が
比
較
的
活
発
な
時
期
に
あ
た
る
。
逆
に
、

一
八
〇
六
年
以
降
、
村
行
政
当
局
の
活
動
は
明
ら
か
に
後
退
し
、
開
催

日
数
は
一
八
一
三
年
ま
で
毎
年
三
日
程
度
と
な
る
。
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
の

八
つ
の
村
を
分
析
し
た
ロ
テ
ィ
オ
に
よ
れ
ば
、
村
行
政
当
局
の
活
動
は

一
八
〇
五
年
か
ら
後
退
し
た
と
し
て
お
り
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
と

ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
県
で
、
村
行
政
当
局
の
活
動
の
変
化
に
大
き
な
違
い
は
な

い（
11
（

。
　
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
村
行
政
当
局
の
開
催
日
数
を
革
命
期
の

そ
れ
と
比
較
す
る
と
ど
う
か
。
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
革
命
期
の
議

事
録
が
よ
く
残
存
す
る
六
つ
の
村
の
う
ち
、
旧
体
制
期
に
議
事
録
が
作

成
さ
れ
た
の
は
二
村
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
村
行
政
当
局
が
設
立
さ
れ
る

一
七
九
〇
年
以
降
は
全
て
の
村
で
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
開
催

日
数
の
変
化
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
一
）。

　
一
七
九
〇
年
か
ら
一
七
九
三
年
ま
で
開
催
日
数
は
漸
進
的
に
増
加

し
、
一
七
九
四
年
に
激
増
、
そ
の
後
、
村
行
政
当
局
が
廃
止
さ
れ
る
ま

で
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
総
裁
政
府
期
に
は

村
行
政
当
局
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
で
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
開
催
日
数
は
大
き
く
減

少
す
る
。
一
八
〇
〇
～

一
八
〇
一
年
に
は
開
催
日
数

が
や
や
回
復
し
、
一
八
〇
二

年
か
ら
一
八
〇
四
年
に
か
け

て
増
加
、
一
七
九
〇
年
と
ほ

ぼ
同
等
の
水
準
に
達
し
て
い

る（
11
（

。
ア
デ
村
に
至
っ
て
は
、

一
八
〇
二
年
か
ら
一
八
〇
五

年
に
か
け
て
の
水
準
は
、

一
七
九
〇
年
か
ら
一
七
九
三

年
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を

ピ
ー
ク
と
し
て
、
一
八
〇
五

年
以
降
、
一
般
に
開
催
日
数

の
減
少
が
み
ら
れ
、

一
八
一
一
年
か
ら
ほ
ぼ
議
事

録
が
作
成
さ
れ
な
く
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
八
〇
二

年
か
ら
一
八
〇
四
年
に
か
け

て
、
村
行
政
当
局
の
活
発
な

活
動
の
再
開
を
指
摘
す
る
こ

図一：一七八五〜一八一五年の村行政当局の開催日数の変化（六村の事例）
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と
が
で
き
る
。
な
お
、
一
七
九
四
年
に
爆
発
的
な
増
加
を
み
せ
た
村
行

政
当
局
の
開
催
日
数
で
あ
る
が
、
こ
の
内
実
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
半
数
が

中
央
か
ら
命
じ
ら
れ
る
軍
事
的
要
求
（
徴
兵
、
穀
物
や
家
畜
の
徴
発
）

に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
中
央
か
ら
日
々
送
ら
れ
て
く
る
革
命
法

を
粛
々
と
議
事
録
に
登
録
す
る
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
か
ら
、

開
催
日
数
の
増
加
を
も
っ
て
こ
の
時
期
に
、
農
村
部
に
お
け
る
地
方
自

治
の
飛
躍
的
な
発
展
を
指
摘
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
に

よ
り
村
の
「
政
治
」
が
国
家
に
よ
っ
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
と
主
張
す
る

こ
と
も
ま
た
事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う（

11
（

。

　
さ
て
、
村
行
政
当
局
の
活
動
に
は
、
村
会
だ
け
で
な
く
、
村
長
の
ア

レ
テ
の
登
録
や
、
そ
の
他
の
異
な
る
タ
イ
プ
の
集
会
の
形
態
も
ま
た
み

ら
れ
た
。
二
四
村
の
そ
れ
を
タ
イ
プ
別
に
分
類
し
、
割
合
を
提
示
す
る

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
村
会
の
召
集
六
八
％
、
村
長
の

み
に
よ
る
行
政
活
動
二
七
％
、
住
民
総
会
三
％
、
小
郡
内
の
村
長
の
集

会
二
％
で
あ
る
。
後
者
二
つ
に
関
し
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
旧
体
制
期
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
地
方
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
割
合
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
村
行
政
当
局
の
活
動
の

お
よ
そ
七
割
は
、
村
会
議
員
が
会
議
に
参
加
す
る
形
で
実
施
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
割
合
に
は
、
小
郡
ご
と
に
一
定
の
違
い

が
み
ら
れ
る
。

　
最
も
違
い
が
顕
著
で
あ
る
の
は
リ
ュ
ス
小
郡
で
あ
る
。
同
小
郡
は

リ
ュ
ス
村
以
外
の
村
々
の
史
料
が
極
端
に
少
な
く
、
リ
ュ
ス
村
行
政
当

局
の
活
動
傾
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
村
長
の
み

に
よ
る
行
政
活
動
が
多
く
（
三
九
％
）、し
ば
し
ば
村
会
の
数
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、小
郡
内
の
村
長
の
集
会
の
多
さ
が
際
立
っ

て
い
る
。
実
際
、
二
四
村
で
計
一
五
を
数
え
た
小
郡
内
の
村
長
の
集
会

の
う
ち
、
一
〇
が
リ
ュ
ス
村
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
村
が
か

つ
て
の
バ
レ
ー
ジ
ュ
渓
谷
共
同
体
の
首
府
と
し
て
、
近
隣
村
に
対
し
て

常
に
優
位
性
を
保
持
す
る
こ
と
で
影
響
力
を
行
使
し
続
け
た
こ
と
が
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
も
確
認
さ
れ
る
。

　
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
は
、
全
体
の
傾
向
と
比
較
し
て
、
村
会
が
召
集
さ

れ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
（
七
二
％
）、
逆
に
、
村
長
の
み
に
よ
る
行
政
活

動
の
割
合
が
低
い
（
二
五
％
）。
た
だ
し
、小
郡
庁
所
在
地
の
ネ
ス
テ
ィ

エ
村
で
は
、
村
長
の
み
に
よ
る
行
政
活
動
の
割
合
は
三
八
％
に
上
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
リ
ュ
ス
村
と
同
様
に
、
小
郡
庁
所
在
地
と
し
て
の
立
場

が
、
行
政
上
の
重
要
性
を
相
対
的
に
高
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
小
郡
で
は
、
住
民
総
会
が
八
つ
を
数
え
、
そ
の
う
ち
六
つ
は
サ

ン
・
ロ
ラ
ン
村
で
、
二
つ
は
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
で
あ
る
が
、
同
小
郡
で
は
、
統

領
政
府
期
に
活
動
が
活
発
な
村
（
オ
バ
レ
ッ
ド
村
、
カ
ス
テ
ラ
村
、
カ

ス
テ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
村
、
シ
ス
村
）
と
帝
政
後
期
に
な
っ
て
活
動
が
伸
張

す
る
村
（
ド
ゥ
ー
ル
村
、
ラ
ス
ラ
ド
村
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村
）
の

二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
同
居
し
て
い
る
。
同
小
郡
で
は
、
住
民
総
会
が
総

じ
て
一
二
を
数
え
（
カ
ス
テ
ラ
村
二
、
カ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
村
一
、
シ

ス
村
五
、
ド
ゥ
ー
ル
村
四
）、
小
規
模
な
村
々
で
構
成
さ
れ
る
小
郡
な

ら
で
は
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
小
郡
庁
所
在
地
で
あ
る
プ
イ

ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村
で
は
、
村
長
の
み
に
よ
る
行
政
活
動
は
二
八
％
と
平
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と
が
で
き
る
。
な
お
、
一
七
九
四
年
に
爆
発
的
な
増
加
を
み
せ
た
村
行

政
当
局
の
開
催
日
数
で
あ
る
が
、
こ
の
内
実
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
半
数
が

中
央
か
ら
命
じ
ら
れ
る
軍
事
的
要
求
（
徴
兵
、
穀
物
や
家
畜
の
徴
発
）

に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
中
央
か
ら
日
々
送
ら
れ
て
く
る
革
命
法

を
粛
々
と
議
事
録
に
登
録
す
る
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
か
ら
、

開
催
日
数
の
増
加
を
も
っ
て
こ
の
時
期
に
、
農
村
部
に
お
け
る
地
方
自

治
の
飛
躍
的
な
発
展
を
指
摘
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
に

よ
り
村
の
「
政
治
」
が
国
家
に
よ
っ
て
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
と
主
張
す
る

こ
と
も
ま
た
事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う（

11
（

。

　
さ
て
、
村
行
政
当
局
の
活
動
に
は
、
村
会
だ
け
で
な
く
、
村
長
の
ア

レ
テ
の
登
録
や
、
そ
の
他
の
異
な
る
タ
イ
プ
の
集
会
の
形
態
も
ま
た
み

ら
れ
た
。
二
四
村
の
そ
れ
を
タ
イ
プ
別
に
分
類
し
、
割
合
を
提
示
す
る

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
村
会
の
召
集
六
八
％
、
村
長
の

み
に
よ
る
行
政
活
動
二
七
％
、
住
民
総
会
三
％
、
小
郡
内
の
村
長
の
集

会
二
％
で
あ
る
。
後
者
二
つ
に
関
し
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
旧
体
制
期
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
地
方
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
割
合
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
村
行
政
当
局
の
活
動
の

お
よ
そ
七
割
は
、
村
会
議
員
が
会
議
に
参
加
す
る
形
で
実
施
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
割
合
に
は
、
小
郡
ご
と
に
一
定
の
違
い

が
み
ら
れ
る
。

　
最
も
違
い
が
顕
著
で
あ
る
の
は
リ
ュ
ス
小
郡
で
あ
る
。
同
小
郡
は

リ
ュ
ス
村
以
外
の
村
々
の
史
料
が
極
端
に
少
な
く
、
リ
ュ
ス
村
行
政
当

局
の
活
動
傾
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
村
長
の
み

に
よ
る
行
政
活
動
が
多
く
（
三
九
％
）、し
ば
し
ば
村
会
の
数
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、小
郡
内
の
村
長
の
集
会
の
多
さ
が
際
立
っ

て
い
る
。
実
際
、
二
四
村
で
計
一
五
を
数
え
た
小
郡
内
の
村
長
の
集
会

の
う
ち
、
一
〇
が
リ
ュ
ス
村
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
村
が
か

つ
て
の
バ
レ
ー
ジ
ュ
渓
谷
共
同
体
の
首
府
と
し
て
、
近
隣
村
に
対
し
て

常
に
優
位
性
を
保
持
す
る
こ
と
で
影
響
力
を
行
使
し
続
け
た
こ
と
が
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
も
確
認
さ
れ
る
。

　
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
は
、
全
体
の
傾
向
と
比
較
し
て
、
村
会
が
召
集
さ

れ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
（
七
二
％
）、
逆
に
、
村
長
の
み
に
よ
る
行
政
活

動
の
割
合
が
低
い
（
二
五
％
）。
た
だ
し
、小
郡
庁
所
在
地
の
ネ
ス
テ
ィ

エ
村
で
は
、
村
長
の
み
に
よ
る
行
政
活
動
の
割
合
は
三
八
％
に
上
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
リ
ュ
ス
村
と
同
様
に
、
小
郡
庁
所
在
地
と
し
て
の
立
場

が
、
行
政
上
の
重
要
性
を
相
対
的
に
高
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
小
郡
で
は
、
住
民
総
会
が
八
つ
を
数
え
、
そ
の
う
ち
六
つ
は
サ

ン
・
ロ
ラ
ン
村
で
、
二
つ
は
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
で
あ
る
が
、
同
小
郡
で
は
、
統

領
政
府
期
に
活
動
が
活
発
な
村
（
オ
バ
レ
ッ
ド
村
、
カ
ス
テ
ラ
村
、
カ

ス
テ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
村
、
シ
ス
村
）
と
帝
政
後
期
に
な
っ
て
活
動
が
伸
張

す
る
村
（
ド
ゥ
ー
ル
村
、
ラ
ス
ラ
ド
村
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村
）
の

二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
同
居
し
て
い
る
。
同
小
郡
で
は
、
住
民
総
会
が
総

じ
て
一
二
を
数
え
（
カ
ス
テ
ラ
村
二
、
カ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
村
一
、
シ

ス
村
五
、
ド
ゥ
ー
ル
村
四
）、
小
規
模
な
村
々
で
構
成
さ
れ
る
小
郡
な

ら
で
は
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
小
郡
庁
所
在
地
で
あ
る
プ
イ

ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村
で
は
、
村
長
の
み
に
よ
る
行
政
活
動
は
二
八
％
と
平
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均
を
や
や
上
回
る
だ
け
で
、
他
の
小
郡
庁
所
在
地
の
そ
れ
に
劣
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
県
庁
所
在
地
の
タ
ル
ブ
市
に
隣
接
す
る
プ
イ
ヤ
ス

ト
ル
ッ
ク
小
郡
に
お
け
る
小
郡
庁
所
在
地
の
行
政
上
の
重
要
性
の
相
対

的
な
低
さ
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
村
行

政
当
局
の
活
動
は
、
大
半
が
、
村
会
議
員
が
出
席
す
る
形
で
行
わ
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
住
民
を
集
め
た
り
、
小
郡
内
の
村
長
を
集
め
た
り

し
て
、
柔
軟
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
四
節
　
村
行
政
当
局
の
議
事

　
村
行
政
当
局
が
扱
う
各
年
の
議
題
の
項
目
数
（
総
数
）
の
変
化
は
、

開
催
日
数
の
そ
れ
と
相
関
す
る
。
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
五
年
ま
で

多
く
の
議
題
が
村
行
政
当
局
で
論
じ
ら
れ
た
一
方
、一
八
〇
六
年
以
降
、

議
題
の
項
目
数
は
減
少
す
る（

11
（

。

　
二
四
村
の
村
行
政
当
局
で
議
論
さ
れ
た
全
一
〇
三
一
項
目
を
分
野
別

に
分
類
し
、
割
合
を
上
か
ら
順
に
提
示
し
て
み
る
と
、
農
業
三
〇
％
、

行
政
三
〇
％
、
公
共
事
業
九
％
、
宗
教
九
％
、
租
税
八
％
、
公
共
秩
序

五
％
、
軍
事
四
％
、
教
育
三
％
、
そ
の
他
二
％
と
な
る
。
オ
ー
ト
・
ピ

レ
ネ
ー
県
会
と
タ
ル
ブ
市
会
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
村
行
政
当
局
が

取
り
組
ん
だ
議
題
で
は
、
農
業
の
割
合
が
圧
倒
的
に
高
く
、
宗
教
に
関

わ
る
諸
事
項
も
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
に
関
し
て
は
、
と
く
に

一
八
〇
三
年
か
ら
一
八
〇
五
年
に
か
け
て
高
い
割
合
を
占
め
て
お
り

（
一
八
〇
四
年
二
四
％
）、
革
命
期
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
礼
拝
施
設
の

再
建
、
修
理
や
売
却
済
の
建
物
の
買
い
戻
し
、
主
任
司
祭
ま
た
は
外
勤

司
祭
の
任
命
と
彼
ら
の
手
当
と
住
居
に
関
し
て
繰
り
返
し
議
論
さ
れ

た（
11
（

。
行
政
の
割
合
は
常
に
高
く
、
主
に
、
村
長
、
助
役
、
村
会
議
員
、

職
員
の
任
免
、
予
算
の
作
成
、
会
計
検
査
が
そ
れ
に
分
類
さ
れ
る
。
公

共
事
業
も
ま
た
一
定
の
割
合
で
議
論
さ
れ
続
け
た
が
、
と
く
に

一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
三
年
に
か
け
て
、
革
命
期
に
放
置
さ
れ
て
い

た
村
道
、橋
、堤
防
の
修
理
や
建
設
に
関
し
て
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
た
。

逆
に
、
軍
事
と
教
育
の
割
合
は
低
く
、
と
く
に
教
育
に
関
し
て
は
、
タ

ル
ブ
市
会
で
討
議
の
八
％
を
占
め
た
の
に
対
し
て
、
村
行
政
当
局
で
は

わ
ず
か
三
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
な
お
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
と
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
に
お
け
る
村

行
政
当
局
の
討
議
は
、
ほ
ぼ
平
均
的
な
傾
向
に
従
っ
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
が
、
リ
ュ
ス
小
郡
の
そ
れ
は
大
き
く
異
な
る
。
実
際
、
リ
ュ
ス
小

郡
で
は
、
村
行
政
当
局
の
討
議
に
占
め
る
行
政
の
割
合
は
二
五
％
と
最

も
高
く
、
つ
い
で
農
業
一
六
％
、
宗
教
一
二
％
、
公
共
秩
序
一
一
％
、

公
共
事
業
一
〇
％
、
租
税
一
〇
％
、
教
育
九
％
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
議
論

さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
公
共
秩
序
が
一
〇
％
を
越
え
た
こ
と
は
、

多
数
の
人
口
を
抱
え
る
リ
ュ
ス
村
の
「
都
市
的
」
な
性
格
を
反
映
し
た

だ
け
で
な
く
、
国
境
地
帯
に
位
置
す
る
同
村
の
特
異
な
状
況
に
起
因
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、こ
れ
ら
の
討
議
の
内
容
を
考
察
す
る
が
、

村
行
政
当
局
の
討
議
を
特
徴
づ
け
る
の
は
何
よ
り
も
農
業
で
あ
る
の

で
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
分
野
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

（
１
）
農
業

　
農
業
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
村
行
政
当
局
の
議
題
の
中
心
で
あ
り
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続
け
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
〇
五
年
ま
で
常
に
二
〇
％
以
上
、

一
八
〇
六
年
以
降
は
三
〇
％
を
割
る
こ
と
が
な
く
、
一
八
一
二
年

（
五
七
％
）
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。
実
際
、
村
会
議
員
の
農
業
に

対
す
る
関
心
は
非
常
に
強
く
、
共
同
地
の
用
益
権
や
森
林
・
田
園
監
督

官
の
任
免
に
関
す
る
議
題
を
扱
う
際
に
は
、
全
議
員
が
会
議
に
出
席
す

る
場
合
が
よ
く
み
ら
れ
た（

11
（

。
た
と
え
ば
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の

多
く
の
村
で
は
、
毎
年
、
九
月
の
最
終
週
か
ら
一
〇
月
の
第
一
週
に
か

け
て
、
ブ
ド
ウ
の
熟
成
具
合
を
検
査
す
る
委
員
が
任
命
さ
れ
、
そ
の
報

告
に
従
っ
て
、
ブ
ド
ウ
摘
み
の
開
始
日
が
確
定
さ
れ
た（

1（
（

。
そ
の
う
え
、

古
く
か
ら
の
慣
習
で
あ
る
豚
の
放
牧
権
が
議
論
さ
れ
る
際
に
は
、
村
会

議
員
だ
け
で
な
く
多
く
の
住
民
が
出
席
す
る
住
民
総
会
が
開
か
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た（

11
（

。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
住
民
全
体
の
生
活
に
大
き
く
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
村
会
議
員
の
関
心
も
強
く
、
高
い
出
席
率
が

み
ら
れ
た
。
実
際
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の
カ
ス
テ
ラ
村
、
シ
ス

村
、ド
ゥ
ー
ル
村
で
は
、豚
の
放
牧
権
が
し
ば
し
ば
議
論
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
カ
ス
テ
ラ
村
の
村
会
に
お
け
る
豚
の
放
牧
権
に

関
す
る
議
論
が
詳
し
い
の
で
み
て
み
よ
う
。

　
共
和
暦
九
年
葡
萄
月
四
日
（
一
八
〇
〇
年
九
月
二
六
日
）、
カ
ス
テ

ラ
村
の
村
会
は
、
共
和
暦
九
年
度
に
お
け
る
村
の
森
林
へ
の
豚
の
放
牧

に
関
す
る
規
定
を
取
り
決
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
村
の
森
林

の
ド
ン
グ
リ
が
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
の
で
、
古
く
か
ら
の
慣
習
に

従
っ
て
、
豚
を
放
牧
す
る
こ
と
が
住
民
に
許
可
さ
れ
る
こ
と
、
し
か
し

全
て
の
住
民
は
平
等
な
権
利
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
各
住
民
が
放
牧

で
き
る
豚
の
頭
数
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
村
会
は
各
家
に
つ
き
一
匹
の
豚
（
計
四
四
匹
）
が
放
牧
さ
れ
る
こ

と
を
許
可
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
違
反
が
み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
田
園

監
督
官
と
森
林
監
督
官
が
違
反
者
を
逮
捕
し
、
管
轄
の
裁
判
所
に
連
行

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
七
年
後
、
一
八
〇
七
年
一
〇
月
一
〇
日
の
村
会
で
は
、

各
家
長
に
二
匹
ま
で
の
豚
の
放
牧
が
認
め
ら
れ
、
且
つ
一
匹
あ
た
り
一

フ
ラ
ン
、
二
匹
以
上
の
豚
を
放
牧
す
る
場
合
に
は
、
一
匹
あ
た
り
四
フ

ラ
ン
の
税
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
当
初

み
ら
れ
た
全
て
の
住
民
の
平
等
性
に
対
す
る
配
慮
は
後
退
し
、
森
林
に

お
け
る
豚
の
放
牧
は
課
税
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

実
際
に
は
こ
の
事
態
は
村
会
議
員
の
意
に
反
し
て
い
た
よ
う
で
、

一
八
一
三
年
九
月
二
〇
日
、
一
八
一
三
年
度
の
豚
の
放
牧
権
の
諸
規
定

に
つ
い
て
取
り
決
め
る
た
め
、
村
長
が
三
度
村
会
を
召
集
す
る
も
、
全

て
の
村
会
議
員
が
そ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
村
長
と

助
役
は
、
各
家
長
に
放
牧
す
る
豚
一
匹
あ
た
り
一
フ
ラ
ン
五
〇
サ
ン

チ
ー
ム
の
高
い
税
を
取
り
決
め
、
小
さ
い
豚
で
あ
れ
ば
二
匹
ま
で
同
額

で
放
牧
で
き
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
村
会
議
員
が
召
集
を
拒
否
し
た
こ

と
は
、
同
村
の
予
算
を
補
完
す
る
た
め
に
、
年
々
、
高
騰
す
る
豚
の
放

牧
権
の
課
税
に
対
す
る
抗
議
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
村

内
の
最
富
裕
層
で
あ
る
村
長
と
村
会
議
員
と
の
強
ま
る
軋
轢
を
示
す
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
な
共
同
放
牧
権
に
対
す
る
課
税
の
背
景
と
し
て
は
、当
時
、

中
央
政
府
が
、
村
行
政
当
局
に
対
し
て
均
整
の
取
れ
た
予
算
を
作
成
す

る
よ
う
要
求
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
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続
け
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
〇
五
年
ま
で
常
に
二
〇
％
以
上
、

一
八
〇
六
年
以
降
は
三
〇
％
を
割
る
こ
と
が
な
く
、
一
八
一
二
年

（
五
七
％
）
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。
実
際
、
村
会
議
員
の
農
業
に

対
す
る
関
心
は
非
常
に
強
く
、
共
同
地
の
用
益
権
や
森
林
・
田
園
監
督

官
の
任
免
に
関
す
る
議
題
を
扱
う
際
に
は
、
全
議
員
が
会
議
に
出
席
す

る
場
合
が
よ
く
み
ら
れ
た（

11
（

。
た
と
え
ば
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の

多
く
の
村
で
は
、
毎
年
、
九
月
の
最
終
週
か
ら
一
〇
月
の
第
一
週
に
か

け
て
、
ブ
ド
ウ
の
熟
成
具
合
を
検
査
す
る
委
員
が
任
命
さ
れ
、
そ
の
報

告
に
従
っ
て
、
ブ
ド
ウ
摘
み
の
開
始
日
が
確
定
さ
れ
た（

1（
（

。
そ
の
う
え
、

古
く
か
ら
の
慣
習
で
あ
る
豚
の
放
牧
権
が
議
論
さ
れ
る
際
に
は
、
村
会

議
員
だ
け
で
な
く
多
く
の
住
民
が
出
席
す
る
住
民
総
会
が
開
か
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た（

11
（

。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
住
民
全
体
の
生
活
に
大
き
く
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
村
会
議
員
の
関
心
も
強
く
、
高
い
出
席
率
が

み
ら
れ
た
。
実
際
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の
カ
ス
テ
ラ
村
、
シ
ス

村
、ド
ゥ
ー
ル
村
で
は
、豚
の
放
牧
権
が
し
ば
し
ば
議
論
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
カ
ス
テ
ラ
村
の
村
会
に
お
け
る
豚
の
放
牧
権
に

関
す
る
議
論
が
詳
し
い
の
で
み
て
み
よ
う
。

　
共
和
暦
九
年
葡
萄
月
四
日
（
一
八
〇
〇
年
九
月
二
六
日
）、
カ
ス
テ

ラ
村
の
村
会
は
、
共
和
暦
九
年
度
に
お
け
る
村
の
森
林
へ
の
豚
の
放
牧

に
関
す
る
規
定
を
取
り
決
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
村
の
森
林

の
ド
ン
グ
リ
が
十
分
に
成
熟
し
て
い
る
の
で
、
古
く
か
ら
の
慣
習
に

従
っ
て
、
豚
を
放
牧
す
る
こ
と
が
住
民
に
許
可
さ
れ
る
こ
と
、
し
か
し

全
て
の
住
民
は
平
等
な
権
利
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
各
住
民
が
放
牧

で
き
る
豚
の
頭
数
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
村
会
は
各
家
に
つ
き
一
匹
の
豚
（
計
四
四
匹
）
が
放
牧
さ
れ
る
こ

と
を
許
可
し
た
。
そ
し
て
、
も
し
違
反
が
み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
田
園

監
督
官
と
森
林
監
督
官
が
違
反
者
を
逮
捕
し
、
管
轄
の
裁
判
所
に
連
行

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
七
年
後
、
一
八
〇
七
年
一
〇
月
一
〇
日
の
村
会
で
は
、

各
家
長
に
二
匹
ま
で
の
豚
の
放
牧
が
認
め
ら
れ
、
且
つ
一
匹
あ
た
り
一

フ
ラ
ン
、
二
匹
以
上
の
豚
を
放
牧
す
る
場
合
に
は
、
一
匹
あ
た
り
四
フ

ラ
ン
の
税
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
当
初

み
ら
れ
た
全
て
の
住
民
の
平
等
性
に
対
す
る
配
慮
は
後
退
し
、
森
林
に

お
け
る
豚
の
放
牧
は
課
税
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

実
際
に
は
こ
の
事
態
は
村
会
議
員
の
意
に
反
し
て
い
た
よ
う
で
、

一
八
一
三
年
九
月
二
〇
日
、
一
八
一
三
年
度
の
豚
の
放
牧
権
の
諸
規
定

に
つ
い
て
取
り
決
め
る
た
め
、
村
長
が
三
度
村
会
を
召
集
す
る
も
、
全

て
の
村
会
議
員
が
そ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
村
長
と

助
役
は
、
各
家
長
に
放
牧
す
る
豚
一
匹
あ
た
り
一
フ
ラ
ン
五
〇
サ
ン

チ
ー
ム
の
高
い
税
を
取
り
決
め
、
小
さ
い
豚
で
あ
れ
ば
二
匹
ま
で
同
額

で
放
牧
で
き
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
村
会
議
員
が
召
集
を
拒
否
し
た
こ

と
は
、
同
村
の
予
算
を
補
完
す
る
た
め
に
、
年
々
、
高
騰
す
る
豚
の
放

牧
権
の
課
税
に
対
す
る
抗
議
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
村

内
の
最
富
裕
層
で
あ
る
村
長
と
村
会
議
員
と
の
強
ま
る
軋
轢
を
示
す
も

の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い（

11
（

。

　
こ
の
よ
う
な
共
同
放
牧
権
に
対
す
る
課
税
の
背
景
と
し
て
は
、当
時
、

中
央
政
府
が
、
村
行
政
当
局
に
対
し
て
均
整
の
取
れ
た
予
算
を
作
成
す

る
よ
う
要
求
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
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用
さ
れ
続
け
た
。
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
で
も
、
確
か
に
幾
つ
か
の

村
で
豚
の
放
牧
権
が
し
ば
し
ば
議
論
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
共
同
地

の
荒
廃
や
違
法
な
利
用
に
関
す
る
議
論
は
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
と
比
較

す
る
と
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
に
お
い
て

は
、
一
七
九
三
年
六
月
一
〇
日
法
の
適
用
に
よ
り
、
す
で
に
共
同
地
の

多
く
が
住
民
間
で
分
割
済
み
で
、
帝
政
期
に
も
そ
れ
が
再
確
認
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
。
平
原
部
に
位
置
す
る
同
小
郡
で
は
、
共
同
地
は
開
墾
に

よ
る
耕
作
可
能
な
土
地
と
み
な
さ
れ
、
革
命
期
に
順
調
な
分
割
が
み
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
小
郡
に
対
し
て
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る

ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
に
お
い
て
は
、
帝
政
期
に
共
同
地
が
住
民
に
と
っ
て

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　
た
と
え
ば
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
の
サ
ン
・
ロ
ラ
ン
村
で
は
、
共
和
暦

九
年
霧
月
三
日
（
一
八
〇
〇
年
一
〇
月
二
五
日
）、
村
会
で
、
村
の
森

林
が
、
建
築
用
木
材
の
伐
採
に
加
え
て
、
住
民
に
よ
り
違
法
に
伐
採
さ

れ
た
た
め
に
荒
廃
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
村
会
は

知
事
に
対
し
て
、
同
村
の
森
林
で
大
規
模
な
植
樹
を
行
い
、
且
つ
木
々

を
違
法
に
伐
採
し
た
者
を
厳
格
に
取
り
締
ま
る
必
要
を
述
べ
た
。
か
く

し
て
、
共
和
暦
九
年
雪
月
一
六
日
（
一
八
〇
一
年
一
月
六
日
）、
村
会

は
森
林
保
護
の
た
め
に
、
森
林
監
督
官
へ
の
特
別
報
奨
制
度
を
可
決
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
村
の
森
林
で
違
法
に
伐
採
さ
れ
た
木
々
を
押
収

し
た
監
督
官
に
は
六
フ
ラ
ン
、
違
法
に
放
牧
さ
れ
て
い
た
雄
牛
や
雌
牛

を
押
収
し
た
場
合
に
は
一
二
フ
ラ
ン
の
報
奨
金
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た（

11
（

。

　
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
制
度
に
よ
り
、
同
村
の
森
林
保
護
が
十
分
に

代
に
市
町
村
は
、
公
共
施
設
や
礼
拝
施
設
、
道
路
や
橋
、
給
水
所
の
建

設
と
維
持
、
田
園
監
督
官
と
森
林
監
督
官
、
教
師
や
主
任
司
祭
の
手
当

等
を
負
担
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
賄
う
た
め
の
収

入
源
を
早
急
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
農
村

部
で
は
、
付
加
サ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
課
税
と
共
同
地
の
収
入
し
か
頼
る

こ
と
の
で
き
る
手
段
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
県
行
政
当
局
は
、
幾

つ
か
の
村
が
日
々
の
支
出
を
賄
う
た
め
の
収
入
を
備
え
ず
、
ま
た
村
に

課
税
さ
れ
る
地
租
を
支
払
う
手
段
さ
え
持
た
な
い
こ
と
に
鑑
み
て
、
共

同
地
の
用
益
権
に
対
す
る
課
税
を
村
長
に
強
く
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
カ
ス
テ
ラ
村
の
村
会
議
員
が
そ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と

は
、
慣
習
に
よ
り
豚
の
放
牧
が
無
償
で
認
め
ら
れ
て
い
た
村
住
民
の
抗

議
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

11
（

。

　
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
で
は
、共
同
地
の
荒
廃
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
り
、

森
林
・
田
園
監
督
官
の
活
動
に
つ
い
て
頻
繁
に
議
論
さ
れ
た
。
森
林
・

田
園
監
督
官
は
、
一
七
九
五
年
の
食
糧
危
機
の
際
、
国
民
公
会
に
よ
り

各
市
町
村
に
少
な
く
と
も
一
人
を
雇
用
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
、
一
般
に
村
の
住
民
か
ら
採
用
さ
れ
、
共
同
地
の
違
法
な
利
用

者
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た（

11
（

。
実
際
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
で

は
、
多
く
の
村
々
が
支
出
を
賄
う
た
め
に
、
共
同
地
を
賃
貸
ま
た
は
一

部
売
却
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
共
同
地
の
荒
廃
や
住
民
に
よ
る
違
法

な
利
用
が
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
共
同
地

が
し
っ
か
り
と
維
持
さ
れ
る
山
岳
地
帯
の
リ
ュ
ス
小
郡
で
は
ほ
と
ん
ど

扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
同
小
郡
で
は
、
共
同
地
は
耕
作
に
不
適
合
で
あ
っ

た
の
で
、
住
民
間
の
分
割
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
ず
、
共
同
放
牧
に
利
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達
成
さ
れ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
現
実
に
は
、
森
林
監
督
官
は
、

森
林
を
自
由
に
利
用
す
る
権
利
を
主
張
す
る
住
民
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
、

脅
迫
さ
れ
る
こ
と
が
日
常
茶
飯
事
で
、
そ
れ
は
村
会
議
員
に
ま
で
及
ぶ

も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
六
年
一
月
一
二
日
の
村
会
の
議
事
録
に
は
、

同
村
の
森
林
で
日
々
犯
さ
れ
る
違
法
な
伐
採
の
原
因
は
、
森
林
監
督
官

の
職
務
怠
慢
に
あ
る
と
し
、「
犯
罪
の
現
場
に
赴
く
こ
と
を
森
林
監
督

官
が
拒
否
す
る
の
を
み
る
と
、
彼
ら
が
犯
罪
者
と
共
謀
し
て
い
る
こ
と

が
疑
わ
れ
る
」
と
さ
え
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
同
村
の

森
林
監
督
官
二
人
が
罷
免
さ
れ
る
も
、
村
会
は
そ
の
後
、
森
林
監
督
官

の
職
を
望
む
人
物
を
み
つ
け
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る（

11
（

。
同
様
の

問
題
は
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
の
ビ
ズ
村
、
マ
ゼ
ー
ル
村
、
サ
ン
・
ポ
ー

ル
村
で
も
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
お
り
、
同
小
郡
に
お
け
る
共
同
地
の

問
題
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
八
二
七

年
の
森
林
法
典
の
導
入
に
よ
り
ピ
レ
ネ
ー
地
方
で
広
範
に
引
き
起
こ
さ

れ
た
抗
議
運
動
、
い
わ
ゆ
る
「
お
嬢
さ
ん
戦
争
（Guerre�des�

D
em

oiselles

）」
の
前
兆
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う（

11
（

。

（
２
）
小
郡
庁
所
在
地
の
主
導
的
役
割

　
小
郡
庁
所
在
地
と
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
村
行
政
当
局
の
議
事
を
比
較

し
て
み
る
と
、
と
く
に
公
共
秩
序
と
軍
事
の
分
野
で
大
き
な
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
公
共
秩
序
に
関
し
て
は
、
一
八
〇
二
年
か
ら

一
八
〇
六
年
ま
で
、
村
会
の
討
議
の
中
で
比
較
的
高
い
割
合
を
占
め
た

が
、
そ
の
後
、
一
八
一
〇
年
（
七
％
）
と
一
八
一
二
年
（
一
〇
％
）
を

除
き
後
退
す
る
。
た
だ
し
、
農
村
部
の
公
共
秩
序
を
保
証
す
る
役
割
を

担
っ
た
森
林
・
田
園
監
督
官
に
関
す
る
議
論
は
農
業
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
公
共
秩
序
の
占
め
る
割
合
は
や
や
過
小
評
価

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
森
林
・
田
園
監
督
官
に
関
す
る

議
題
は
、
農
業
に
関
す
る
議
題
の
一
六
％
以
上
を
占
め
、
帝
政
期
に
常

に
議
論
の
対
象
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
公
共
秩
序
に
分
類
さ
れ

る
の
は
、
居
酒
屋
の
営
業
に
関
す
る
規
制
、
収
穫
の
時
期
に
犬
を
つ
な

ぐ
義
務
、
救
済
院
の
改
善
と
慈
善
局
の
設
立
等
で
あ
る
。
中
で
も
小
郡

庁
所
在
地
に
は
、
小
郡
内
で
公
共
秩
序
を
保
証
す
る
主
導
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
小
郡
庁
所
在
地
の
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村
で
は
、

一
八
一
二
年
二
月
、「
若
者
た
ち
が
、
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
の
名
で
知
ら
れ

る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
光
景
に
よ
り
、
新
婚
夫
婦
を
侮
辱
し
、
平
穏
を

害
し
て
い
る
」
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
村
長
が
、
村
会
で
、
以
下
の
決
定

を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
群
衆
は
、
昼
夜
を

問
わ
ず
、
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
武
装
部
隊
に
よ
り
一
掃
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
第
二
に
、
子
ど
も
の
振
る
舞
い
を
監
視
す
る
責
任
を
持
つ

両
親
は
、
子
ど
も
が
引
き
起
こ
す
無
秩
序
や
軽
犯
罪
の
責
任
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
逮
捕
さ
れ
た
者
は
、
監
獄
に
拘
留
さ
れ
、

管
轄
の
裁
判
所
に
引
き
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
さ
ら
に
、
群

衆
が
形
成
さ
れ
る
の
を
予
防
す
る
た
め
に
、
居
酒
屋
の
主
人
に
は
夜
八

時
に
は
閉
店
し
、
客
を
自
宅
に
帰
ら
せ
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た（

11
（

。

　
同
村
で
は
ま
た
、
獣
疫
対
策
と
食
肉
の
品
質
管
理
の
た
め
に
、
肉
屋

の
営
業
に
関
す
る
諸
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
実
際
、
同
村
で
は
、
マ
ル

セ
イ
ヤ
ン
村
の
ヴ
ィ
ド
ー
と
カ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
村
の
デ
ュ
ラ
ッ
ク
と
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達
成
さ
れ
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
現
実
に
は
、
森
林
監
督
官
は
、

森
林
を
自
由
に
利
用
す
る
権
利
を
主
張
す
る
住
民
か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
、

脅
迫
さ
れ
る
こ
と
が
日
常
茶
飯
事
で
、
そ
れ
は
村
会
議
員
に
ま
で
及
ぶ

も
の
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
六
年
一
月
一
二
日
の
村
会
の
議
事
録
に
は
、

同
村
の
森
林
で
日
々
犯
さ
れ
る
違
法
な
伐
採
の
原
因
は
、
森
林
監
督
官

の
職
務
怠
慢
に
あ
る
と
し
、「
犯
罪
の
現
場
に
赴
く
こ
と
を
森
林
監
督

官
が
拒
否
す
る
の
を
み
る
と
、
彼
ら
が
犯
罪
者
と
共
謀
し
て
い
る
こ
と

が
疑
わ
れ
る
」
と
さ
え
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
同
村
の

森
林
監
督
官
二
人
が
罷
免
さ
れ
る
も
、
村
会
は
そ
の
後
、
森
林
監
督
官

の
職
を
望
む
人
物
を
み
つ
け
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る（

11
（

。
同
様
の

問
題
は
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
小
郡
の
ビ
ズ
村
、
マ
ゼ
ー
ル
村
、
サ
ン
・
ポ
ー

ル
村
で
も
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
お
り
、
同
小
郡
に
お
け
る
共
同
地
の

問
題
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
八
二
七

年
の
森
林
法
典
の
導
入
に
よ
り
ピ
レ
ネ
ー
地
方
で
広
範
に
引
き
起
こ
さ

れ
た
抗
議
運
動
、
い
わ
ゆ
る
「
お
嬢
さ
ん
戦
争
（Guerre�des�

D
em

oiselles

）」
の
前
兆
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う（

11
（

。

（
２
）
小
郡
庁
所
在
地
の
主
導
的
役
割

　
小
郡
庁
所
在
地
と
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
村
行
政
当
局
の
議
事
を
比
較

し
て
み
る
と
、
と
く
に
公
共
秩
序
と
軍
事
の
分
野
で
大
き
な
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
公
共
秩
序
に
関
し
て
は
、
一
八
〇
二
年
か
ら

一
八
〇
六
年
ま
で
、
村
会
の
討
議
の
中
で
比
較
的
高
い
割
合
を
占
め
た

が
、
そ
の
後
、
一
八
一
〇
年
（
七
％
）
と
一
八
一
二
年
（
一
〇
％
）
を

除
き
後
退
す
る
。
た
だ
し
、
農
村
部
の
公
共
秩
序
を
保
証
す
る
役
割
を

担
っ
た
森
林
・
田
園
監
督
官
に
関
す
る
議
論
は
農
業
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
公
共
秩
序
の
占
め
る
割
合
は
や
や
過
小
評
価

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
森
林
・
田
園
監
督
官
に
関
す
る

議
題
は
、
農
業
に
関
す
る
議
題
の
一
六
％
以
上
を
占
め
、
帝
政
期
に
常

に
議
論
の
対
象
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
公
共
秩
序
に
分
類
さ
れ

る
の
は
、
居
酒
屋
の
営
業
に
関
す
る
規
制
、
収
穫
の
時
期
に
犬
を
つ
な

ぐ
義
務
、
救
済
院
の
改
善
と
慈
善
局
の
設
立
等
で
あ
る
。
中
で
も
小
郡

庁
所
在
地
に
は
、
小
郡
内
で
公
共
秩
序
を
保
証
す
る
主
導
的
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
小
郡
庁
所
在
地
の
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村
で
は
、

一
八
一
二
年
二
月
、「
若
者
た
ち
が
、
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
の
名
で
知
ら
れ

る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
光
景
に
よ
り
、
新
婚
夫
婦
を
侮
辱
し
、
平
穏
を

害
し
て
い
る
」
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
村
長
が
、
村
会
で
、
以
下
の
決
定

を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
群
衆
は
、
昼
夜
を

問
わ
ず
、
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
武
装
部
隊
に
よ
り
一
掃
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
第
二
に
、
子
ど
も
の
振
る
舞
い
を
監
視
す
る
責
任
を
持
つ

両
親
は
、
子
ど
も
が
引
き
起
こ
す
無
秩
序
や
軽
犯
罪
の
責
任
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
逮
捕
さ
れ
た
者
は
、
監
獄
に
拘
留
さ
れ
、

管
轄
の
裁
判
所
に
引
き
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
さ
ら
に
、
群

衆
が
形
成
さ
れ
る
の
を
予
防
す
る
た
め
に
、
居
酒
屋
の
主
人
に
は
夜
八

時
に
は
閉
店
し
、
客
を
自
宅
に
帰
ら
せ
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た（

11
（

。

　
同
村
で
は
ま
た
、
獣
疫
対
策
と
食
肉
の
品
質
管
理
の
た
め
に
、
肉
屋

の
営
業
に
関
す
る
諸
規
則
が
公
布
さ
れ
た
。
実
際
、
同
村
で
は
、
マ
ル

セ
イ
ヤ
ン
村
の
ヴ
ィ
ド
ー
と
カ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
村
の
デ
ュ
ラ
ッ
ク
と
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リ
ュ
ス
村
行
政
当
局
の
警
戒
が
み
て
取
れ
る
。
し
か
し
、一
八
〇
六
年
、

一
八
〇
八
年
、
一
八
〇
九
年
に
立
て
続
け
に
こ
れ
ら
の
義
務
が
思
い
起

こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
そ
れ
ら
が
厳
格
に
は
適
用
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る（

11
（

。

　
リ
ュ
ス
村
行
政
当
局
は
ま
た
、
伝
染
病
の
予
防
の
た
め
に
、
同
小
郡

内
へ
の
外
国
産
家
畜
の
流
入
を
規
制
し
て
い
る
。
共
和
暦
一
〇
年
花
月

二
七
日
（
一
八
〇
二
年
五
月
一
七
日
）、
村
長
と
助
役
は
家
畜
の
放
牧

の
時
期
に
、
当
該
地
方
の
家
畜
と
外
国
産
の
家
畜
が
交
わ
る
こ
と
で
伝

染
病
が
蔓
延
す
る
虞
か
ら
、
四
〇
日
間
の
家
畜
の
検
疫
が
行
わ
れ
た
後

で
し
か
、
外
国
産
の
綿
羊
類
の
家
畜
が
流
入
す
る
の
を
許
可
し
な
い
旨

を
宣
言
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
一
二
年
に
は
再
び
、
リ
ュ
ス

村
長
は
、
ス
ペ
イ
ン
側
の
住
民
が
所
有
す
る
家
畜
の
多
く
が
新
旧
の
規

則
に
反
し
て
同
小
郡
の
山
岳
地
帯
に
放
牧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
取
り
締
ま
り
の
重
要
性
を
再
度
主
張
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
二
人
の
村
会
議
員
が
委
員
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
ス
ペ
イ

ン
側
か
ら
流
入
し
た
家
畜
の
頭
数
の
一
覧
表
を
作
成
し
、
伝
染
病
に

罹
っ
た
虞
の
あ
る
家
畜
の
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
必

要
な
場
合
に
は
、
憲
兵
隊
と
田
園
監
督
官
に
護
衛
を
要
請
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
う
し
て
、
リ
ュ
ス
村
は
バ
レ
ー
ジ
ュ
渓
谷
へ
の
家
畜
の
放

牧
に
関
し
て
常
に
周
辺
諸
村
に
対
し
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
取
り
続

け
、
伝
染
病
対
策
を
主
導
し
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　
小
郡
庁
所
在
地
の
主
導
的
な
役
割
は
、
軍
事
分
野
に
お
い
て
も
顕
著

で
あ
る
。
実
際
、
小
郡
庁
所
在
地
は
し
ば
し
ば
重
要
な
軍
事
拠
点
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、一
八
一
一
年
六
月
一
一
日
、ネ
ス
テ
ィ

い
う
人
物
が
、
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村
の
外
で
屠
殺
し
た
動
物
の
肉
を

販
売
し
て
い
た
。
こ
の
事
態
を
知
ら
さ
れ
た
村
長
は
村
会
で
、
両
者
に

対
し
て
、
同
村
の
外
で
屠
殺
さ
れ
た
動
物
の
肉
を
村
に
運
び
入
れ
る
こ

と
を
禁
じ
、
両
者
が
食
肉
の
販
売
を
継
続
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
屠
殺

さ
れ
る
前
の
動
物
を
村
会
の
代
表
者
の
前
に
連
れ
て
き
て
、
そ
れ
ら
の

健
康
状
態
が
検
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
獣
疫
が

蔓
延
す
る
時
期
に
は
、
よ
り
厳
し
く
検
査
さ
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ

た（
1（
（

。
　
同
じ
く
小
郡
庁
所
在
地
の
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
で
も
、
村
長
は
村
会
議
員

と
共
に
、
道
路
、
広
場
、
居
酒
屋
等
で
生
じ
る
諍
い
や
群
衆
を
予
防
す

る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
同
意
し
、
一
八
条
か
ら
な
る
諸

規
則
を
可
決
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
す
で
に
プ
イ
ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
村

で
み
た
よ
う
に
、
居
酒
屋
の
営
業
や
肉
屋
の
運
営
の
規
制
、
公
共
の
場

で
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
歌
や
銃
撃
が
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
が
住

民
に
伝
え
ら
れ
た（

11
（

。

　
国
境
に
位
置
す
る
リ
ュ
ス
村
で
は
、
と
く
に
湯
治
の
季
節
に
サ
ン
・

ソ
ブ
ー
ル
の
温
泉
地
を
訪
問
す
る
外
国
人
の
申
告
の
義
務
が
何
度
も
思

い
起
こ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
八
〇
四
年
六
月
に
、
知
事
か
ら
リ
ュ
ス
村

長
に
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
村
長
は
、
サ
ン
・
ソ
ブ
ー
ル
に
家
を
所
有

す
る
全
て
の
者
が
、
外
国
人
を
宿
泊
さ
せ
る
場
合
に
は
、
彼
ら
の
名
前
、

身
分
、居
住
地
を
村
庁
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ま
た
、

宿
泊
し
た
外
国
人
が
出
発
し
た
際
に
は
、
村
長
か
不
在
の
場
合
に
は
村

庁
の
書
記
に
そ
れ
を
伝
え
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
湯
治
の
季
節
に
フ
ラ

ン
ス
に
入
国
す
る
不
特
定
多
数
の
外
国
人
に
対
す
る
県
行
政
当
局
と
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エ
村
で
は
、
郡
長
の
通
達
に
従
い
、
同
村
の
村
長
が
小
郡
内
の
村
長
等

を
一
同
に
集
め
た
。
そ
れ
は
、
小
郡
内
に
隠
れ
て
い
る
脱
走
兵
を
逮
捕

す
る
た
め
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
、
同
年
に
中
央
政
府
に
よ
り
計
画
さ

れ
る
遊
撃
隊
の
派
遣
を
免
れ
る
た
め
に
、
取
る
べ
き
諸
措
置
を
協
議
す

る
た
め
で
あ
っ
た
。
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
長
は
、
各
村
長
が
厳
格
な
措
置
を

取
り
、
必
要
で
あ
れ
ば
救
援
を
要
請
し
、
脱
走
兵
を
早
急
に
軍
隊
に
戻

ら
せ
る
必
要
が
あ
る
旨
を
小
郡
内
の
村
長
等
に
伝
え
て
い
る（

11
（

。

　
リ
ュ
ス
村
行
政
当
局
は
、
徴
兵
に
お
い
て
小
郡
内
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。
た
と
え
ば
、
共
和
暦
一
〇
年
熱
月
三
〇
日
（
一
八
〇
二
年

八
月
一
八
日
）、
リ
ュ
ス
村
長
は
フ
ラ
ン
ス
全
国
で
三
万
人
が
対
象
と

な
る
共
和
暦
九
・
一
〇
年
の
徴
兵
に
関
す
る
郡
長
の
通
達
を
受
け
、
村

会
を
召
集
し
た
。
そ
の
際
、
村
会
議
員
は
、
リ
ュ
ス
村
長
が
周
辺
諸
村

の
ヴ
ィ
ル
ナ
ー
ヴ
村
、
エ
ス
テ
ー
ル
村
、
サ
シ
村
の
村
長
を
リ
ュ
ス
村

庁
舎
に
召
集
し
、
同
法
の
実
施
に
共
同
で
あ
た
る
旨
を
可
決
し
た
。
翌

日
、
リ
ュ
ス
村
庁
舎
に
は
、
リ
ュ
ス
村
の
村
長
と
村
会
議
員
、
ヴ
ィ
ル

ナ
ー
ヴ
村
と
エ
ス
テ
ー
ル
村
の
村
長
が
各
々
集
合
し
た
が
、
サ
シ
村
の

村
長
は
現
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
出
席
し
た
村
長
等
は
、
彼
ら
の

村
に
居
住
す
る
徴
兵
適
齢
者
の
登
録
簿
を
作
成
し
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
対
し
て
登
録
簿
の
作
成
が
要
請

さ
れ
、
そ
の
場
は
解
散
と
な
っ
た
。
つ
い
で
、
共
和
暦
一
一
年
霧
月

二
二
日
（
一
八
〇
二
年
一
一
月
一
三
日
）
に
再
び
、
徴
兵
適
齢
者
の
指

名
方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
三
村
の
村
長
が
リ
ュ
ス
村
庁
舎
に

召
集
さ
れ
た
が
、
こ
の
度
は
エ
ス
テ
ー
ル
村
と
サ
シ
村
の
村
長
が
出
席

し
な
か
っ
た
。
エ
ス
テ
ー
ル
村
と
サ
シ
村
の
村
長
が
徴
兵
適
齢
者
の
登

録
簿
を
作
成
せ
ず
、
会
議
へ
の
出
席
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
村
民
の
徴

兵
に
対
す
る
反
抗
的
な
態
度
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

む
し
ろ
、
徴
兵
適
齢
者
の
指
名
方
法
に
注
目
し
た
い
。
実
際
、
統
領
政

府
期
に
は
一
般
に
、
各
市
町
村
が
徴
兵
適
齢
者
の
指
名
の
責
任
を
担
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
リ
ュ
ス
小
郡
の
場
合
に
は
、
リ
ュ
ス
村
に
隣
接

す
る
三
つ
の
小
村
の
徴
兵
適
齢
者
の
指
名
も
ま
た
、
小
郡
庁
所
在
地
で

あ
る
リ
ュ
ス
村
で
一
括
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
一
八
〇
六

年
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
全
国
で
徴
兵
が
小
郡
単
位
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
リ
ュ
ス
小
郡
で
は
、
古
く
か
ら
周
辺
諸
村
に
強
い

影
響
力
を
発
揮
し
て
き
た
リ
ュ
ス
村
行
政
当
局
が
す
で
に
、
幾
つ
か
の

近
隣
村
の
徴
兵
適
齢
者
の
指
名
の
責
任
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る（

11
（

。

　
な
お
、
徴
兵
制
度
の
改
変
が
み
ら
れ
た
一
八
〇
六
年
に
は
同
様
に
、

国
民
衛
兵
の
再
編
が
小
郡
単
位
で
実
施
さ
れ
、
外
国
人
へ
の
臨
時
通
行

許
可
証
の
発
行
権
限
も
ま
た
、
同
年
に
村
行
政
当
局
か
ら
郡
長
に
移
管

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
〇
六
年
を
境
に
し
て
、
と
く
に
公

共
秩
序
と
軍
事
の
分
野
で
、
小
郡
レ
ヴ
ェ
ル
以
上
で
の
管
理
が
試
み
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
分
野
で
は
、
農
村
部
の
村

長
や
村
会
議
員
の
介
入
の
余
地
は
一
層
縮
減
さ
れ
、
そ
の
分
、
小
郡
庁

所
在
地
の
行
政
上
の
重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
そ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
「
ナ
シ
オ
ナ
ル
な
政

治
」
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
こ
の
種
の
議
論
で

も
、
帝
政
期
に
お
け
る
小
郡
庁
所
在
地
の
重
要
性
が
際
立
っ
て
い
る
。

二
四
村
の
村
会
の
議
事
録
で
、「
ナ
シ
オ
ナ
ル
な
政
治
」
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
八
件
の
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ネ
ス
テ
ィ
エ
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晩
課
の
後
、
主
任
司
祭
は
カ
ト
リ
ッ
ク
礼
拝
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
そ
れ

を
再
建
し
た
皇
帝
へ
の
感
謝
の
念
を
思
い
起
こ
し
た
。
テ
・
デ
ウ
ム
が

歌
わ
れ
、
教
会
で
の
式
典
が
終
わ
る
と
、
公
職
従
事
者
は
広
場
に
赴
い

た
。
そ
こ
で
、
治
安
判
事
に
よ
る
不
死
の
英
雄
た
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
向

け
ら
れ
た
演
説
が
行
わ
れ
、
皇
帝
万
歳
の
喝
采
が
起
き
た
。
公
職
従
事

者
と
民
衆
が
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
後
、
皇
帝
万
歳
の
喝
采
が
再
び
繰
り
返

さ
れ
て
、
祭
典
は
閉
幕
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
コ
ン
コ
ル
ダ
後
の
聖
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
祭
典
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
礼
拝
が
祭
典
の
重
要
な
構

成
要
素
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
憲
兵
と
税
関
吏
に
伴
わ
れ

た
公
職
従
事
者
や
治
安
判
事
の
村
に
お
け
る
中
心
性
が
強
調
さ
れ
る
よ

う
演
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
重
要
な
特
徴
で
あ
る（

11
（

。

　
同
じ
く
小
郡
庁
所
在
地
で
あ
る
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
で
は
、
一
八
一
一
年

三
月
二
五
日
に
ロ
ー
マ
王
の
誕
生
が
祝
わ
れ
、
同
年
六
月
九
日
に
は

ロ
ー
マ
王
の
洗
礼
を
祝
う
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
村
長
、

助
役
、
村
会
議
員
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
住
民
が
参
加
し
て
、
皇
帝
の

嫡
男
の
誕
生
が
祝
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
祭
典
や

ロ
ー
マ
王
の
誕
生
を
祝
福
す
る
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
小
郡
庁
所

在
地
の
リ
ュ
ス
村
と
ネ
ス
テ
ィ
エ
村
だ
け
で
あ
っ
た
。
統
領
政
府
期
に

は
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
い
て
も
全
国
的
な
祭
典
が
開
催
さ
れ
た
の
に

対
し
て
、
帝
政
期
に
は
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
議
事
録
に
は
も
は
や
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
国
家
さ
え
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
帝
政
期
に
お
け
る
小
郡
庁
所
在
地
の
中
央
権
力
と
農
村
住
民

を
結
び
つ
け
る
政
治
的
な
役
割
の
高
ま
り
、
あ
る
い
は
一
般
コ
ミ
ュ
ー

ン
と
の
明
確
な
差
別
化
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

小
郡
の
サ
ン
・
ポ
ー
ル
村
で
は
、
共
和
暦
八
年
葡
萄
月
二
四
日

（
一
八
〇
〇
年
七
月
一
三
日
）、
知
事
の
ア
レ
テ
に
従
っ
て
、
村
長
に
よ

り
七
月
一
四
日
の
共
和
国
の
祭
典
の
開
催
が
布
告
さ
れ
た
。祭
典
で
は
、

村
長
、
助
役
、
書
記
が
一
二
人
の
国
民
衛
兵
と
共
に
自
由
の
木
と
旬
日

の
神
殿
（tem

ple�décadaire

）
に
赴
き
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
ア
ル
プ
ス

越
え
、
イ
タ
リ
ア
戦
役
と
ラ
イ
ン
方
面
軍
の
勝
利
が
祝
わ
れ
た（

11
（

。
プ
イ

ヤ
ス
ト
ル
ッ
ク
小
郡
の
カ
ス
テ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
村
で
も
、
共
和
暦
九
年
葡

萄
月
一
日
（
一
八
〇
〇
年
九
月
二
三
日
）、
村
長
が
村
民
を
集
め
、
共

和
国
の
創
設
記
念
の
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。
同
村
で
は
、
共
和
暦

一
〇
年
花
月
三
〇
日（
一
八
〇
二
年
五
月
二
〇
日
）と
草
月
一
五
日（
六

月
四
日
）
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
終
身
統
領
に
な
る
べ
き

か
諮
問
さ
れ
、
そ
の
投
票
方
法
に
関
す
る
知
事
の
布
告
が
読
み
上
げ
ら

れ
て
い
る（

11
（

。

　
し
か
し
、
帝
政
期
に
入
る
と
、
一
般
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
お
い
て
「
ナ
シ

オ
ナ
ル
な
政
治
」
に
言
及
さ
れ
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こ
と
は
も
は
や
な
く
、
全
国
的
な
祭

典
は
全
て
小
郡
庁
所
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地
で
開
催
さ
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い
る
。
た
と
え
ば
、

一
八
〇
六
年
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リ
ュ
ス
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聖
ナ
ポ
レ
オ
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の

祭
典
が
催
さ
れ
た
。
祭
典
は
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下
の
順
で
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
一
四

日
の
夜
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
鐘
と
太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
て
翌
日
の

祭
典
が
予
告
さ
れ
た
。
翌
日
、
早
朝
に
ミ
サ
が
開
か
れ
、
公
職
従
事
者

（fonctionnaires�publics

）
が
出
席
し
た
。
夕
刻
、
晩
課
を
知
ら
せ

る
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
、
村
庁
舎
に
集
ま
っ
た
公
職
従
事
者
は
、
憲
兵
と
税

関
吏
に
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ
な
が
ら
出
発
し
、
音
楽
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

行
進
し
た
。
一
同
が
教
会
に
到
着
す
る
と
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
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以
上
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
に
お
け
る
村
行

政
当
局
、
と
り
わ
け
村
会
の
活
動
実
態
を
検
討
し
て
き
た
が
、
最
後
に
、

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
統
治
体
制
全

体
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
農
村
部
の
村
会
は
、
一
八
〇
五
年
ま

で
、
比
較
的
活
発
な
活
動
を
再
開
し
た
が
、
一
八
〇
六
年
前
後
か
ら
開

催
日
数
は
減
少
し
た
。
全
国
各
地
で
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
で
、
そ

れ
は
全
国
的
な
動
向
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
す
で

に
別
稿
で
論
じ
た
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
の
県
会
や
タ
ル
ブ
市
会
に
お

い
て
も
、
一
八
〇
六
年
か
ら
会
議
活
動
の
後
退
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
年
を
境
に
し
て
、
県
会
、
市
会
、
村
会
は
タ
イ
プ
を
問
わ

ず
そ
の
活
動
を
後
退
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
転
換
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
が
各
地
方
の
会
議
に
内
在
す
る
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
は
中
央
政
府
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
そ
れ
を
直
接
示
す
史
料
は
ま
だ
み
つ

か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
）。
で
は
、
中
央
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は

こ
の
時
期
、
統
治
体
制
に
如
何
な
る
変
化
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
こ
の
点
で
示
唆
的
な
の
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
内
に
お
け
る
立
法
院

（Corps�législatif

）
に
み
ら
れ
る
変
化
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ム
ナ
ン

の
研
究
を
参
照
し
て
み
よ
う（

11
（

。
共
和
暦
八
年
憲
法
は
、
立
法
権
を
担
う

二
つ
の
議
会
を
創
設
し
た
。
第
一
は
、
議
員
一
〇
〇
名
か
ら
な
る
護
民

院
で
、中
央
政
府
が
提
案
し
た
法
案
を
審
議
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
た
。

第
二
は
、
議
員
三
〇
〇
名
か
ら
な
る
立
法
院
で
、
法
案
の
採
決
が
任
務

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
の
議
会
も
法
案
提
出
権
を
持
た
ず
、

法
案
を
発
議
で
き
る
の
は
国
務
参
事
院
の
み
で
あ
っ
た
。
な
お
、
立
法

院
議
員
は
三
〇
歳
以
上
の
人
物
で
、
各
県
か
ら
最
低
一
人
が
選
ば
れ
る

こ
と
が
条
件
づ
け
ら
れ
、
元
老
院
が
選
出
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と

は
、
少
な
く
と
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
と
っ
て
は
、
立
法
院
が
国
民
全
体
を

代
表
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
立
法

院
を
あ
く
ま
で
「
諸
県
の
代
表
者
の
集
ま
り
」
と
み
な
し
て
お
り
、
パ

リ
と
ロ
ー
カ
ル
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
構
想
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
国
民
を
代
表
す
る
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に

他
な
ら
ず
、
彼
こ
そ
が
唯
一
国
民
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
自
認
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
す
で
に
一
般
利
害
と
地
方
利
害
の
明
確
な

区
別
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
帝
政
期
に
い
っ
そ
う
強
ま
る

こ
と
に
な
る（

1（
（

。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
立
法
院
の
変
化
を
活
動
実
態
の
側
面
か
ら
指
摘

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
立
法
院
に
は
毎
年
最
大
四
ヶ
月
間
の
会

期
が
認
め
ら
れ
た
。
会
期
外
に
は
、
立
法
院
議
員
は
彼
ら
の
地
元
に
帰

り
、
可
決
さ
れ
た
法
律
の
利
点
を
住
民
に
説
明
し
た
り
、
県
住
民
の
世

論
を
調
査
す
る
等
し
て
、
政
治
活
動
を
継
続
し
た
。
重
要
な
変
化
は
、

一
八
〇
五
年
の
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
勝
利
か
ら
一
八
〇
七
年
の
テ
ィ

ル
ジ
ッ
ト
の
和
約
に
か
け
て
生
じ
る
。
ま
ず
護
民
院
が
廃
止
さ
れ
、
立

法
院
は
廃
止
を
免
れ
た
も
の
の
毎
年
の
会
期
の
会
議
日
数
が
大
き
く
減

少
し
た
。
な
お
、
そ
の
こ
と
は
立
法
院
の
完
全
な
る
無
力
化
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
く
、
立
法
院
は
少
数
議
員
で
構
成
さ
れ
る
専
門
委
員
会
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な
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そ
の
た
め
、
森
林
・
田
園
監
督
官
の
任
免
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

確
か
に
、
そ
れ
ら
の
活
動
は
、
農
村
社
会
の
秩
序
維
持
に
大
き
く
関
わ

る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
一
部
は
村
の
管
轄
に
任
さ
れ
た
と
も
い

え
る
。
し
か
し
、
森
林
・
田
園
監
督
官
も
ま
た
、
一
八
〇
九
年
に
は
、

小
郡
庁
所
在
地
に
駐
留
す
る
憲
兵
隊
の
指
揮
下
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
央
政
府
が
村
会
に
望
ん
だ
の
は
、
農
村
共
同

体
の
次
元
に
お
け
る
集
団
生
活
の
一
定
の
自
治
行
政
（auto-

adm
inistration

）
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
村
会
の
活
動
は
一
八
〇
六

年
以
降
一
見
す
る
と
後
退
す
る
が
、
そ
の
内
実
を
み
て
み
る
と
、
村
会

の
討
議
は
ま
す
ま
す
農
村
住
民
の
集
団
生
活
に
関
わ
る
諸
事
項
、
た
と

え
ば
、
豚
の
放
牧
権
、
森
林
の
伐
採
権
、
ブ
ド
ウ
摘
み
な
ど
の
農
業
分

野
に
集
中
し
た
の
で
あ
る
。
立
法
院
や
県
会
で
み
ら
れ
た
一
八
〇
六
年

前
後
か
ら
の
地
方
利
害
に
関
す
る
議
論
の
集
中
と
い
っ
た
変
化
は
、
農

村
部
の
村
会
で
は
こ
の
よ
う
な
形
で
顕
現
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
中

央
に
お
い
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
掌
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
一
般
利
害

の
問
題
は
ど
こ
で
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
公
共
秩
序
と
軍
事
の
分

野
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
そ
れ
は
小
郡
庁
所
在
地
の
市
町
村
長
の
下

に
統
括
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
地
方

統
治
体
制
で
は
、
中
央
か
ら
僻
村
に
至
る
ま
で
一
貫
し
た
論
理
が
貫
か

れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
央
集
権
的
な
性
格
が
強
調
さ
れ
て
き
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
央
集
権
化
は
「
地
方
自
治
」
を
完
全
に
窒
息
さ

せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
帝
政
期
に
小
郡
庁
所
在
地
と
一
般
コ

を
形
成
し
、
法
案
制
定
に
関
与
し
続
け
た
。
国
務
参
事
院
は
あ
ら
か
じ

め
こ
れ
ら
の
専
門
委
員
会
に
法
案
を
提
出
し
、
会
議
外
で
、
い
わ
ば
非

公
式
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
経
た
後
に
、
法
案
を
修
正
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
立
法
院
に
提
出
さ
れ
る
法
案

は
、
ま
す
ま
す
財
政
と
地
方
利
害
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
く
。

実
際
、
帝
政
期
に
立
法
院
に
提
出
さ
れ
た
法
案
の
半
数
以
上
は
地
方
利

害
に
関
す
る
も
の
（
共
同
地
の
譲
渡
、
道
路
建
設
の
特
別
課
税
、
救
済

院
の
不
動
産
管
理
等
）
で
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、「
諸
県
の
代
表

者
の
集
ま
り
」
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あ
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立
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ロ
ー
カ
ル
の
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活
発
に

議
論
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れ
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と
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認
め
て
お
り
、
こ
の
側
面
が
一
八
〇
六
年
以
降
、

よ
り
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
は
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー

県
の
県
会
や
タ
ル
ブ
市
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
に
、
会
議
の
開
催

日
数
の
減
少
と
地
方
利
害
に
関
す
る
議
論
へ
の
集
中
と
い
う
傾
向
が
み

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
翻
っ
て
、
同
県
の
村
会
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

　
同
県
の
村
会
に
お
け
る
一
八
〇
六
年
を
境
に
し
た
開
催
日
数
の
減
少

は
す
で
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
、
と
り
わ
け

公
共
秩
序
と
軍
事
の
分
野
で
、
小
郡
庁
所
在
地
の
行
政
上
の
重
要
性
が

高
ま
り
、
そ
の
分
、
村
会
の
権
限
は
縮
小
し
た
。
で
は
、
農
村
部
の
一

般
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
は
何
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
認
さ
れ
る

の
は
、
村
会
の
活
動
が
農
村
共
同
体
の
住
民
の
集
団
生
活
に
関
わ
る
問

題
に
集
中
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
実
際
、
村
会
は
、
村
行
政
の
費

用
を
捻
出
す
る
た
め
に
共
同
地
を
管
理
し
、
賃
貸
や
売
却
を
実
施
し
、

共
同
地
の
荒
廃
や
違
法
な
利
用
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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（（

ミ
ュ
ー
ン
の
間
の
行
政
実
践
上
の
役
割
分
担
が
明
確
に
な
る
中
で
、
後

者
に
は
、
農
村
共
同
体
の
自
治
行
政
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
逆
説
的

に
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
実
現
さ
れ
た
両
者
の
明
確
な
差
別
化
こ
そ

が
、
フ
ラ
ン
ス
に
な
お
残
存
す
る
大
多
数
の
小
村
を
維
持
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
中
央
集
権
化
と
は
、
議
会
（
及
び

地
方
議
会
）
か
ら
体
制
を
不
安
定
化
さ
せ
得
る
一
般
利
害
の
諸
問
題
を

引
き
剥
が
し
、「
地
方
利
害
の
擁
護
の
場
」
に
組
み
替
え
た
こ
と
に
そ

の
特
質
が
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
地
方

利
害
を
擁
護
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
正
統
性
原
理
が
認
め
ら
れ
る
、
一
九

世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
特
徴
づ
け
る
名
望
家
支
配
は
、
中
央
集
権
化
と
真
っ

向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
り
土
台

が
準
備
さ
れ
た
統
治
形
態
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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his�;� 156� E� 7� D
ours�;� 232� E� 1� Jacque�;� 259�

E� 3� Lansac�;� 265� E� 2� Laslades�;� 276� E� 2� Lizos�;� 369� E� 6�
Pouyastruc�;� 94� E� 20� B

izous�;� 194� E� 6� G
énérest�;� 307� E� 16- 18,� 56�

M
azères�;� 319� E� 5� M

ontégut�;� 327� E� 6� N
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izos.

　（
1（
）　A

. D
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.,� Le village sous l’Ancien Régim
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M
ontrond,� 2008.
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1（
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通
例
、notable

は
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
社
会
的
支
配
層
を

指
す
場
合
に
は
「
名
望
家
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
村
会
議
員
の

名
称
で
あ
る
の
で
「
ノ
タ
ー
ブ
ル
」
と
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
両
者
を
訳

し
分
け
る
。

　（
1（
）　B

rassart� et� Jessenne,� op.cit.,� p.� 72.
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1（
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ernet,� J.,� Jessenne,� J.- P.� et� Leuw

ers,� H
.,� dir.,� D

u 
D

irectoire au C
onsulat 1. Le lien politique local dans la G

rande 
N
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郡
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会
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取
り
結
ぶ
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ロ
ー
カ
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な
権
力
が
成
立
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
市
町
村
会
に
つ
い
て

は
考
察
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。
こ
の
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つ
い
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田
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結
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の
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す
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問
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森
林
、
牧
草
地
、
温
泉
地
等

を
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す
る
団
体
で
あ
る
。
ま
た
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旧
体
制
下
に
は
地
方

三
部
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に
代
表
者
を
派
遣
で
き
る
特
権
を
有
し
て
い
た
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で
、
そ
れ
は

政
治
的
な
団
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も
あ
っ
た
。
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, Élections et politisation dans le départem

ent des 
H

autes-Pyrénées, 1790-1799, Lille, 2007, pp. 208-273.
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（（
）　
註
一
三
に
同
じ
。
以
下
、
本
節
で
は
、
同
史
料
の
解
析
結
果
に
基
づ

い
て
論
じ
る
。
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）　Jones,� P.,� Liberty and locality in Revolutionary France : six 

villages com
pared, 1760-1820,� N

ew
� York,� 2003,� p.� 267.
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註
一
二
、一
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同
じ
。
以
下
、
本
節
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、
同
史
料
の
解
析
結
果

に
基
づ
い
て
議
論
す
る
。

　（
（（
）　R

othiot,� op.cit.,� 2001,� p.� 516.

　（
（（
）　
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
国
の
六
つ
の
村
を
事
例
に
、

一
七
六
〇
年
か
ら
一
八
二
〇
年
に
か
け
て
村
会
の
議
事
録
を
分
析
し
て

い
る
が
、
会
議
の
頻
度
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
じ
結
論
に
達
し
て
い
る
。

Jones,� op.cit.,� 2003,� p.� 122.

　（
（（
）　B

rassart� et� Jessenne,� op.cit.,� p.� 83.

　（
（（
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註
一
二
に
同
じ
。

　（
（（
）　
統
領
政
府
期
の
コ
ン
コ
ル
ダ
交
渉
の
実
態
と
、
そ
れ
に
よ
り
作
り
上

げ
ら
れ
た
公
認
宗
教
体
制
の
歴
史
的
な
意
義
を
問
う
重
要
な
研
究
と
し

て
、松
嶌
明
男
『
礼
拝
の
自
由
と
ナ
ポ
レ
オ
ン�

公
認
宗
教
体
制
の
成
立
』

山
川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

　（
（0
）　
革
命
期
に
は
、
一
七
九
三
年
六
月
一
〇
日
法
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ー
ン
集

会
で
の
住
民
投
票
に
基
づ
き
、
共
同
地
の
分
割
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
オ
ー
ト
・
ピ
レ
ネ
ー
県
で
は
、
県
北
部
を
中
心
に
共
同
地
の

分
割
が
み
ら
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
分
割

に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
、
む
し
ろ
共
同
地
の
賃
貸
し
が
促
さ
れ
た
。
し

か
し
一
転
、
ロ
シ
ア
遠
征
で
の
敗
北
後
、
中
央
政
府
は
減
価
償
却
基
金

の
た
め
に
全
国
で
共
同
地
の
売
却
を
推
し
進
め
る
一
八
一
三
年
三
月

二
〇
日
法
を
可
決
す
る
も
、同
県
で
は
県
知
事
、郡
長
、県
会
が
協
力
し
、

内
務
大
臣
に
対
し
て
同
法
の
適
用
中
止
が
進
言
さ
れ
た
。V

ivier, N
., 

Propriété collective et identité com
m

unale, les biens com
m

unaux en 
France 1750-1914, Paris, 1998, pp. 183-213.
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（1
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. D
.� 369� E� 6� Pouyastruc

（
村
会
の
議
事
録
）.
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（（
）　
革
命
期
の
エ
ー
ヌ
県
と
コ
ー
ト
・
ド
ー
ル
県
で
も
ま
た
、
共
同
地
の

用
益
権
に
関
す
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
住
民
総
会
が
召
集

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
も
、
全
国
の

農
村
部
で
、
村
会
と
並
行
し
て
住
民
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。B

rassart� et� Jessenne,� op.cit.,� p.� 87.� Fortunet,� F.,�
Fossier,� M

.,� K
ozlow

ski,� N
.� et� V

ienne,� S.,� Pouvoir m
unicipal et 

com
m

unauté rurale à l’époque révolutionnaire en C
ôte d’O

r (1789-
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し
か
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法
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政
府
の
前
進
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止
め
る
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な
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と
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れ
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れ
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頼
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ろ
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と
あ
ら
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ゆ
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う
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す
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enant,� F.,� Les députés de N

apoléon,� Paris,� 2012.

　（
（1
）　
立
法
院
の
権
限
に
つ
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、「
も
し
立
法
院
が
純
粋
に
地
方
の
利
害
に
関
わ
る
法

律
に
反
対
す
る
な
ら
ば
、私
は
な
す
が
ま
ま
に
放
っ
て
お
く
で
あ
ろ
う
。
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　中日の歴史問題に関する思考―『二一世紀の東アジアと歴史問題』読後（臧）

（（

　
私
の
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
る
田
中
仁
教
授
は
、
長
期
に
渡
っ
て

二
〇
世
紀
中
国
政
治
史
を
研
究
す
る
と
同
時
に
、
政
治
学
者
と
し
て

二
一
世
紀
以
来
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
歴
史
問
題
に
十
分
に
関
心

を
払
っ
て
き
た
。
彼
は
二
〇
一
五
年
度
に
ワ
ン
ア
ジ
ア
財
団
の
資
金
援

助
の
下
、
大
阪
大
学
法
学
部
で
特
別
講
義
を
開
設
し
、
講
師
各
位
と
の

共
同
研
究
の
基
礎
の
上
に
『
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
歴
史
問
題
―
思

索
と
対
話
の
た
め
の
政
治
史
論
』（
京
都
、
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
七

年
四
月
）
を
滞
り
な
く
出
版
し
、
本
書
の
編
者
と
し
て
総
論
を
執
筆
し

た
。
筆
者
は
幸
い
に
も
本
書
を
精
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
読
後
に
少
し

考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
私
自
身
が
共
同
歴
史
研
究
に
従
事
し
た
経

験
か
ら
、
中
日
間
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
以
下
に
愚
見
を
述
べ
、
専
門

家
各
位
と
編
者
の
率
直
な
ご
教
示
を
賜
り
た
い
。

一
、
歴
史
問
題
の
出
現
と
表
現

　
中
日
両
国
は
一
衣
帯
水
の
隣
国
で
あ
り
、
古
代
に
は
か
つ
て

二
〇
〇
〇
年
余
り
の
友
好
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
世
紀
中
頃

か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
近
代
中
日
関
係
は
、
曲
折
し
て
複
雑
で
あ
る

と
言
え
、特
に
二
度
の
中
日
戦
争
（
中
国
で
は
一
般
的
に
「
甲
午
戦
争
」

「
抗
日
戦
争
」
と
分
け
て
呼
称
す
る
）
の
影
響
が
最
も
重
い
。
そ
の
勝

敗
の
結
末
は
、
そ
れ
以
前
の
半
世
紀
の
平
等
・
不
平
等
を
め
ぐ
る
両
国

関
係
を
逆
転
さ
せ
た（

1
（

。

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
以
後
、
中
国
国
内
の
内
戦
と
一
九
四
九
年
以

後
の
両
岸
（
中
国
大
陸
と
台
湾
）
の
敵
対
的
局
面
、
お
よ
び
国
際
的
冷

戦
と
米
日
関
係
の
制
約
に
よ
っ
て
、
東
京
裁
判
等
の
戦
後
処
理
と
過
程

を
経
た
も
の
の
、
中
日
両
国
間
の
戦
争
が
残
し
た
負
の
遺
産
や
歴
史
認

識
等
の
問
題
は
、
し
か
る
べ
く
真
摯
な
、
か
つ
徹
底
的
な
清
算
に
は
未

中
日
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
思
考

―
『
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
歴
史
問
題
』
読
後

臧

　
　
　
　
　運

　
　祜

＝ 

討
論
の
広
場 

＝

※
論
文
末
に
は
、
必
ず
所
属
が
入
り
ま
す
。（
原
稿
に
無
い
場
合
は
（
●
所
属
●
●
）
を
入
れ
て
、
所
属
を
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
メ
モ
を
付
け
て
校
正
出
し
）

※
論
文
要
旨
は
、
巻
末
に
ま
と
め
て
入
り
ま
す
。
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